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緒

　　

論

第１章

　

肺結核臨林二於ヶル喘息様症状ノ意義

喘息ノ仮面ラ被ツテ来ル肺結核ガアリ、或．･ヽ軽

症肺結核合併テ疑ハシノル如キ喘息性気管枝炎

ガアリ√叉結核ノ経過中喘息ノ登症シテ来ルコ

トガアリ、或.・ヽ肺結核ノ特殊病型二喘息テ合併

ス刈限結核患者ノ病機ノ比較的良好ナコ1ヽ多々

反面、中ニハ不良ノ韓蹄テ取ルモノモアル等

々、結核臨休二際シテ吾人､ハ、喘息ト結核殊二

肺結核トノ間ニハ相常密接ナ開係ノ存在スベキ

コトサJ摩想スルノデアル。

昔カラモ多クノ學者臨休家ニョツテ両者ノ開係

が注意セラレ、種カノ材料デ種々ノ観黙カラ論

ゼラレテ居ル。併シソノ結論ダヽ必ズシモ一致シ
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ナイノデ、。吾人ノヽ敦レニ適蹄スベキカニ迷ノヽデ

ルテ1尋ナイ。

サンバ今、喘息ト結核トノ間ノ相互開係ヲ徹底

的二究明スルコトハ、明確ナル認識ラ得テ以テ

匹カタル議論ヲ止揚スルコトガ出来ルバカリデ

ナク、更二叉喘息二合併シテ来タ結核ノ憧後ハ

如何二判断スベキカ、結核二合併シテ来タ喘息

ノ治療ノヽ如何ニスベキカ、叉喘息様症状ラ現ノ･ヽ、

シテ来タ肺結核ハ如何二把握スベキカ等、喘息

或ハ結核ノ診断、憬後、治療二對シテモ貢献ス

ルトコロガアラウ。、

喘息ト結核トノ開係二就テノ余が得タトコロノ

臨休的統計的成績ヲ･述ベルニ先立チ、先進諸家

ノ所論テ一瞥スル。

第２章

　

喘息卜結核トノ開係二就テノ先進諸家ﾉ見解

諸家ノ見解ラ分類整理スルト次ノ如クユナル。

Ａ)喘息ト結核トノ間二特別ナ開係ガアルトノ

見解。

　

ａ)一方が他方二對シ素因トナルトノ見解。

　

ｂ)一方が他方二對シテ防禦トナルトノ見

　　　

解。

Ｂ)喘息1,結核iヽノ間ニ・ヽ何等特別ノ開係ハナ

イトノ見解。

郎チTurban ｕ．Spengler (1906年トハ、Davos

ノ醤師達トノ共同調査ニョツテ、喘息患者143

例中肺結核ヲ合併セルモノ68例、更ニソノ肺

結核ノ開放性ナリシモノ34例デアツタト云ヒ、

Lueg(1921年)ノヽ、喘息ト結核トノ合併シ来タ

ル頻度ハ従来考ヘラレテ居ルヨリモ這カニ多

ク、叉喘息豊症ノタｙニ潜在性結核が活動性ニ

ナツタリ顕在性ノ結核モ更二進行性ニナツタリ

スルコトガアルト云フ。郎チ之ラノ諸家ハ喘息

が結核ノ豊病乃至経過二對シ素因的二作用スル

トノ見解テ有スルモノデアフレ。

叉Tausk(1913年卜ヽ、若年期二現ノヽlノタ喘息

ノヽ年月ノ経過スルウチュ肺結核テ現ノヽシテ来ル

モノガ少クナイガ、コノ場合ノ叫誼､ノヽ賓ノヽ結核

感染ニョツテ誘豊サ1／タモノデ、後年ソノ喘息

豊作ノヽ潜在性肺結核病竃二機能的衝動テ呉ヘル

コトニョリ再然籤大セシノル原因トナリ、叉喘

息二隨伴スル気管枝ノ加答見状態ノヽ結核菌繁殖

ノヨキ培地トモナルト論ジ、Krez (1914年)ノヽ、

喘息患者ノ75％ニ於テ潜在性結核ノ存在テ澄明

シ得ル事賓ヨリ潜在性結核ガカヽル喘息ノ原因

デアルト論ジ、Pottenger (1922年)ノヽ、経過良

好ナル肺結核例二喘息ノ合併シ来タレルテ経験

シ、ソノ肺病愛ノ繊維性ナルコトカラ、カヽル

繊維性萎縮が迷走紳経ヲ刺戟シテ喘息テ起スノ

デアラウ1ヽ論ジ、Bufalini (1922年)ノヽ、喘息症

例ノ､牛敬二於テ肺賓質乃至淋巴腺二結核性病良

が謐明セラlノノレコ

　

トヨリ、カヽル結核性病愛ノ｀ヽ

肺ノ硬化ヲ招キ、ソレガ局所的素地トナツテ何

カ更二喘息誘登原因が加パック場合呼吸器系統

ノ過敏性ヲ昂ノル結果喘息が登病シテ来ルノデ

アルト論ジ、Stuhl (1923年)ノ･ヽ、喘息患者ノ大

多敬二於テ結核が原病テナシテ居ルト見倣シ喘

息ノ療法トシテTuberkulin療法ラ最モ有妓ト

認メテ居ルシ、Wernscheid (1924年)ノヽ、38例

ノ喘息患者テ｢レントゲン｣學的二検査シ、叉ｎ

例ノ喘息患者ヲ解剖學的二検査シ、全例二於テ

結核性肺病愛テ確賓二澄明シ、叉ソノ大部分二

肋膜癒著ヲ･認ノリ

喘息登症ノ器質的因子トナルベキコトヲ論ジ、

Jimenez-Diaz (1932年)ノヽ、喘息患者ノ60ガハ

結核感染列

法トシテ．・ヽTuberkulin療法が最モヨ４ト云

ヒ、Frankel (1933年)ノヽ、喘息ニハ結核が屡ｔ

合併スルコトテ経験シ、結核感染が個醒ノ｢ア

レルギー｣性愛調テ来タスコトアルベシト論ジ、

Haios(1933年)ノヽ、492例ノ喘息患者二就テ｢l／

ントゲン｣學的二検査シ121例二結核性肺良化

列

ノ直接誘因ヲナシテ居ルト云ヒ、喘息ノヽ結核ニ

苅部＝過敏性競質1ヽ結核 【第18巻230



對シテ不良ナル影響ヲ及ボスコトハナイガ、結

核ノヽ喘息二對シテ素因トナル事ガアルト論ジ、

Hamann (1933年)ノヽ、120例ノ喘息患者二就テ

精細ナル観察ヲ･行ヒ、屡ｔ諸種ノ器質的疾患が

喘息ヲ誘負フヽルト結論シ、殊二結核ハ18例二於

ｆ之ラ認ノタ1ヽ報告シ、Schroder (1934年)ノヽ、

結核病竃二牛ジタ毒素が迷走御経ヲ介シテ痙単

誘賛的二作用シテ喘息ヲ･負症セシメルコトアル

ベキヲ･認メ、Girbal (1935年戸ヽ、喘息二結核性

喘息ナル一型ガアリ、ソレハあ限性結核病竃サ

有セズ、唯微熱、臓痩、胸部狭長、皮膚蒼白、

軽度ノ頻数脈、低血歴、無力性､屡ｌ叉肝機能不

全、右上腹部昭治感、右肩へ放散フ､ル疼痛、肝

臓腫大、亜黄疸、柚化不良症状、低石灰血等サ

示スモノデ、弱毒結核菌ニョル菌血症ナラン1ヽ

論ジ、Caussade (1936年)ハ、結核ノ負病ト喘

息ノ負症ト、叉結核; Schijbト喘息碓作ト相

隨伴セル１例ヲ･報告シ、Sattler (1937年戸ヽ、慢

性ノ肺結核デハ気管枝ノ漫性炎症ガアツテ、ソ

レガ局所的過敏性ノ素因1ヽナリ引イテ気管枝痙

単ラ将来スト云ヒ、芳賀(昭和９年リヽ、雨患者

ノ瞼質ノ相似、遺傅的開係、｢ツベルクリン｣過

敏性、血液所見、気管枝淋巴腺腫脹、迷走御経

緊張性等ノ類似スル鮎、叉喘息ノ噌悪ハ肺結核

ヲ緬負シ、肺結核ノ経過中屡丿応息農作ヲ認ム

ルコトナドヨリ雨疾患ノ特殊開係ヲ･想像シテ居

ル。印チコレラノ諸家ハ、結核が喘息ノ負症乃

至経過二對シ原因的乃至素因的二作用スルトナ

ス見解ザ有スルノデアル。

Rokitansky (1884年)が、喘息ト結核トハ互二

反撥的デアルト唱ヘテカラ、喘息ト結核トノ開

係ノ問題が論議サレルニ至ツタコトノヽ有名デア

ル。Rumpf (1904年)ノヽ、喘息が融解性結核テ

合併スルコト稀ナリト云フ。 Ortner (1908年)

。・ヽ、喘息ザ先行スル肺結核ノヽ凡テ良性型ナリト

云フ。、Reynier (1908年)ノヽ、喘息患者3018例中

肺結核ヲ謹明スルモノ僅カニ４例卸チ0．13％

ナルラ報ジ、Briigelmann (1910年)ノヽ、喘息患

者が結核ニナルト４フョリモ結核患者が不幸ナ

コトニノ｀ヽ更二叉喘息様ニナツタト考ヘル方が寧

口穏常デアル、喘息患者ニシテソノ喘息が前失

スルカ或ハ特有ナ特作が最早見ラレナ･fヤウユ

ナルカスル1ヽ彼ノヽイヅlノソノウチ結核二罹患フヽ

ルコlヽノヽ疑ヒナイ、こニ反シ喘息ヲ有ツテ居ル

ウチノヽ確賓ニソノ危瞼ノヽナイl･云ヒ、喘息二見

ラレル気管枝ノ睨學が結核菌ノ侵入テ阻止フ､ル

トノ犬リヘラ抱イテ居ル。Schroder(1920年トハ、

喘息ハ寧口結核二對シ好ロシキぶ響ヲ典ヘルモ

ノデ、ソノ機轄バ喘息患者ノ有ノ､ル参出性涜質

ノ作用デアルト見テ居ル。Rankeに1921年戸ヽ、喘

､Q､力譜占核こ良キ影響サ蔀1ヘルコlヽアノレヲdごメ、

ソノ機轄ヲ弼キ結核フアレルギー｣ニ蹄セシノヨ

ウトシラ居ル。

　

Gali Geza (1923年)へ結核患

者二俘併セル喘息ハ0．8ズ、胃潰瘍ノバレ¦。5バ、甲

状腺機能充進症ハ15％デ、コレラガ結核二合併

シテ来ルト結核病機ハ良性トナリ病億ノヽ硬化性

ニナルし、従ツテ喘息ト胃潰瘍ト甲状腺磯能充進

症ト良性結核トダヽ共通的ナ或ル醒質テ有スルト

考ヘナケレバナラヌト云フ。 Epstein (1931 年)

。･ヽ、喘息ハ肺結核二對シ桔抗性二作用シ、其機韓

ハ喘息患者ノ有ノ､ルarthritische bzw. lymp・

hatisch-eosinophil-exsudative

　

Konstitution

ニ求ｙテ居ル。 Witt (1934年)ハ、喘息患者500

例中結核合併頻度ハ0．2％デアツタト報ジテ居

ﾉら印チコレラノ人々ノヽ、喘息ノヽ結核ノ毅病乃

至経過二對シ抵抗的二作用スルトノ見解テ有ツ

テ居ルノデアル。

Meissner (1885年戸ヽ結核患者ノ喘息ヲ合併ス

ル頻度ハ０．５％デアツタlヽ報ジ、Turban (1895

年)ノヽ0．5％、Schroder (1933年)ノヽ活動性結核

8971例中53例が喘息ラ合併シタト報ジう‘居

ル。 Jimenez-Diaz (1930年)ヤEpstein (1931

年)ノヽ結核が噌悪スルト喘息登作ハ起ラナクナ

ルト云フ。印チこラ諸家｡ハ結核ハ喘息ノ登症及

ビ経過二對シ抵抗的二作用スルトノ見解ヲ有ス

ルモノト見ラレル。

Cahn (1923年)ノヽ、30=例ノ喘息小児中29例が

全然結核ノ臨林的症状及ビ家族明員荷ラ澄明シ
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得ナカツタコトカラ雨者ノ間ニ､ハ何等特殊開係

ナシト論ジ、Zdansky(1931年)ハ、’･70例ノ喘息

患者二就テ｢レントゲン｣學的検査ヲ行ヒ、

　

ソノ

50％ニ於テ結核性肺病憂ラ澄明シタガ、非結核

性他疾患者卸チ微毒患者二於テモ35．7％ニ結

核性肺病兌が澄明サレタ故、凡テノ喘息が結

核｢アレルギー｣ニ因ルトノ｀ヽ云ヘナイト論ジ、

Kammerer (1934年)ノヽ、Miinchenニ於ケル自

己ノ喘息材料デハ、喘息二結核が合併シ易イナ

ドトノヽ決シテ云フ事が出来ナ４ト４フ。剖]チコ

レラ諸家ハ、喘息ト結核トノヽ大膿ヨリ見テ特殊

開係ヲ有セズトノ見解ザ有スルモノデアル。

Kiipper (1934年)ノヽ、喘息ト結核トテ有スル患

者14例ヲ観察シテ、ソノウチ13例が喘息先登

セルコト、喘息｡ハ結核ノ績賛ニョツテ影響ヲ受

ケデルコトヲ云フ。岩永(昭和ｎ、昭和14)及ビ

岩倉(昭和14)ノヽソノ観察セル喘息患者中活動

性肺結核ヲ･合併セルモノ僅少(1．5％及ビ｀1．9％)

デアツタコトカラ雨疾患ノ特殊開係ヲ否定シテ

ヰル。

以上ノ如ク、従来諸家ノ喘息ト結核Iヽノ開係こ

就テノ見解ハ匪々ニシテ、適蹄フ、ルニ迷フ次第

デアル。

第３章

　

結核患者ノ喘息様症状二開スル余ノ研究

余ノヽ昭和10年以来、刀根山病院二牧容セラレタ

肺結核患者二就テ、ソノ喘息様症状ｦｰ観察シ、

先ヅ昭和10年近畿結核集談會二於テ「肺結核患

者二見ル喘息様症状」ナル演題ニテソノ臨休像

ヲ述べ、且ツ不全型ノ喘息二於テモ喘息薬ノ奏

妓フ、ルコト、喘息登症が肺結核殷病二先行シタ

ルモノノ肺ノ結核病愛､ハ胤凡性繊維性ナルコト

多ク、喘息登症が肺結核馥病二後緬シタモノノ

肺ノ結核病愛ハ上葉硬化症ナルコト多キ事賓テ

指摘シタ。ソノ後引キ梢キ症例ヲ追加シテ観察

シ、昭和13年第16同日本結核病會學會二於テ

同ジ演題ノ下二報告シ、喘息様症状テ有フ、ル肺

結核患者ヘソノ膨ﾉ結核病鸞ハ繊維性硬化性

二傾キ、病機ハ停止性二傾クコト、及ビカヽル

肺結核患者ニハ過敏性醵質ノ陽性二澄明サレル

コト多キコトチ統計的二示シ、更二進ンデ良性

肺結核ト喘息トノ根枢ニハ共二過敏性胎質が伏

在―りレコトラ指植シ、又肺上葉硬化症型ニ主ト

シテ見ラレル不全型喘息一ハ過敏性偕質ナル特殊

ノ基地ニ登来シタ肺ノ「アレルギ一」性炎症拉ニ

ソノ次相タル結締織噌脊け件フ器質的受化ガ

1okaIe aIIergiebereitSchaft ヲ作ルコト=一ヨツ

ラ現成シタモノナラント想定シタ,、カク肺結核

患者ニ見ラ

第↓章

　

喘息様症状ノ概念

｢喘息｣ノヽ一ツノ疾病二名付タタ名前デナクシテ

一ツノ症候或ハ症候群二名付ケタ名前デアル。

郎チ農作性ノ呼吸困難サ主徴トシ、厘ｌ更｡ニ痙

単性咳漱Iヽ粘桐粘液痰喀出トテ副徴トスルモノ

デアル。

　

コノ症候群ノ農症機韓(近因)ノヽ気管枝

平滑筋ノ痙學ト気管枝粘膜ノ腫脹及ビ分泌充進

デアルトサレテ居ル。ソノ原因が他ノ疾患目]チ

心臓機能不全或ノヽ尿毒症二由来スル場合ヲ夫｡を

心臓性喘息或ハ尿毒症性喘息ト呼ビ、他二原因

ヲ･有セタ本来性ノ喘息テ特二気管枝喘息ト呼ン

デ居ルガ、登症機韓ソノモノニ差異アルワケダ

ナイ。
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次二茲ニ「喘息様症状」ト稀スルハ典型的喘息ノ

ミナラズ不全型ノ喘息ヲモ包含スルモノデア

ル。典型的喘息トハ前述ノ如ク農作性ノ呼気性

呼吸困難ヲ主徴トシ痙単性咳楸ト粘液痰喀出ト

ヲ副徴トスルモノデアルガ、呼吸困難が従トナ

リ咳漱或ノヽ粘液痰喀出が主トナルコトモアル。

叉喘息ナル症状が非常二俣イモノカラ非常二軽

４モノーデ種ノをノ程度ガアル。非常二彊ク而シ

テ典型的症状テ呈フ、ルモノヲ余・ヽ典型的喘息ト

呼ビ、然ラザルモノテ不全型喘息或ノヽ亜喘息ト

枡シタ。因二不全型ナル場合夫レテ喘息様症状

ナリト診定スル篤メニハ、ソノ症状が｢アドレナ

リン｣叉ハ其系統ノ薬剤ノ投真二依ツテ淮カニ

失スルコトヲ主要ナル根嫁トシタ。コノ典型的

喘息ト亜喘息トテ總柵シテ｢喘息様症状｣トナシ

タノデアル。

第２篇

　

結核卜喘息トノ相互開係二就テノ臨淋的統計的研究

此統計的研究ノ材料トシテ､ハ、刀根山病院二牧

容セラレタ肺結核患者約600名、同病院勤務ノ

看護婦約150名。某小県校見童約420名テ用ヒ

タ。

第１章

　

一方が他方二對シ素因トナルカ否カニ就テ

結核が喘息襲症ノ素因こｰ･ナルカ、或ノヽ叉喘息が

結核襲病ノ素因ニナルカド1フ問題二對シテ

ノヽ、先ヅ一方が他方ヲ合併シテ来ル頻度ヲ調査

シテ見ナケレバナラタ、ソシテ若シ合併シテ爽

ル頗度が普通ヨリ高イト４フコトニナレバ、更

ニ進ンデソノ合併スル場合二合併スル方が合併

サレル方ヨリ時間的二前二果シテアツタカドウ

カチ調査シテ見ナケレバナラタ。

　

カクテ初ｙ

テ、先行フ、ﾉﾚ疾病が後続スル疾病二對シテ素因

トナルカドウカガ聞明サレルワケデアル。

第１節

　

結核患者が喘息ヲ合併スノｙ頻度及ビ喘息患者が

　　　　　　　

結核ヲ合併スノｙ頻度二就テ

第一二喘息患者が結核ヲ合併スル頻度如何ヲ･文

献二徴スノレニ

　

Reynier (1908年)‥‥‥‥‥0．13％

　　　　　　　　　　　

(肺結核4/喘息3018)

　

Giffin(1911;年)‥‥‥‥‥‥‥3．7％

　　　　　　　　　　　　

(肺結核3/喘息82)

　

Giffin_and Sheldon (1914年)・・3．5％

　　　　　　　　　　　

(肺結核13/喘息373)

　

Krez (1929年)‥‥‥‥‥‥‥75．0％

　　　　　　　

(潜在的雄二顕在性結核/喘息)

　

Klewitz(1929年)‥‥‥‥‥‥3．1％

　　　　　　　　　　　

(肺結核13/喘息423)

　

Backeman and Colmes(1929年)･・1．2％

　　　　　　　　　　　

(肺結核13/喘息1074)

　

Sterling(1930年)‥‥‥‥‥‥2．3％

　　　　　　　　　　　　

(肺結核8/喘息350)

　

Harkavy and Ｈｅｂａｌｄ‥‥‥‥10％

　　　　　　　　　　　

(肺結核40/喘息400)

　

Ｚｄａｎskｙ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥]50％

　　

(レントゲン學的結核性肺良化35/喘息70)

　

Ｔａｕb‥‥‥‥‥‥8％(肺結核8/喘息100)

　

Ｈａｊｏs●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●28．6％

　

(活動性及ビ非活動性肺結核121/喘息422)

　

Witt‥‥‥‥‥‥0．2％(肺結核1/喘息500)

　

Fraenkel (1934年)‥‥‥‥‥16．7％

　　　　　

(禦言臨昌行62/回369)

　

Frankel (1934年)‥‥‥‥‥‥4．3％

　　　　　　　　　

(活動性結核21/喘息500)

コレラ諸家ノ統計成績ヲ覧ルニ甚グ匪々デア

ル。ソノ原因ノヽ各ノ材料が民族的地理的紅會的

年齢的等ノ條件チ異－シテ居ルコトヽニモアルコ

苅部＝過敏性髄質ト結核第４競】 233
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ト・ヽ勿論デアルガ、肺結核乃至結核ト認定スル

標準ノ如何、殊二活動性結核二就デノミ論ジタ

ノカ非活動性乃至潜在性ノモノテモ包含シテ論

ジタノカドウカユソノ原因ガアルト思フ。非活

動性潜在性結核ラモ包含ジテ論ジタKrez,

Zdansky, Hajos, Fraenkel等ノ統計ザ除イタ

他ノ諸家ノ統計デ､ハ、0．13％乃至10％、大信

５％前後トナル。

喘息二結核ヲ合併フヽル頻度ノ'ヽ幾何デアルト４ツ

テモ、對照ガナケレバソノ値ノ大小ノ｀ヽ云ヘナ･1

コトノヽ勿論デアル。Zdanｓkyノヽ對照トシテ徽毒

患者二就イテ行ツタ肺ノ｢1ノントゲン｣學的検査

ノ結果結核性病宛テ澄明スルモノ約35．7％デ

アツテ、喘息患者二於ケルト大差ガナ･1ト４フ。

Bray (1937年)及ビDuke (1925年)・ヽ一般過敏

性素質者ノウチデ活動性肺結核テ有スルモノヲ

調査シテ、夫カ0．6％及ビ1．4ガト報ジテ居ル。

本邦大都市二於ケル活動性結核患者ダヽ1～1．5％

ト見ラレル。ソコデ前述ノ喘息が活動性結核ヲ

合併スル頻度ノ５％ノヽ、Ｂrａｙ及ビＤｕkeノ過

敏性素質者二於ケル0．6％或ノヽ1A%、叉本邦大

都市住民二於ケル1～1．5％ト比較シテ撒倍ノ

高値ラ示シテ居ルコトユナル。之テ要スルニ少

クトモ活動性結核二就イテ論ズル限リ、喘息ノヽ

結核テ合併スル傾向ガアルト結論シ得ル。従ツ

テRokitansky以来、喘息ト結核トノ・ヽ互二相拒

ムモノトシテ、雨者ノ合併スルコト｡ハ稀デアル

トノ考ヘノ誤謬ナルコトガ分ル。

併シ喘息が結核ヲ合併スル頻度､ハ對照二比シテ

高４ト云フテモ、コノコトカラ直チェ喘息が結

核数病ノ素因ドナルド印断出来ナイ。何トナレ

バ、一ツガ他ノ素因ドナルド云フ場合ノヽ勿論前

者ノヽ時間的二後者二先行シナケレバナラ凡今

コノ諸家ノ統計デハ、結核サ合併シテヰル喘息

が果シテ時間的二結核二先行シテ居ツタモノカ

否カ明カユシテヰナイ。後述スル如ク喘息が逆

二肺結核ニョツテ誘数サレルコトガ少クナ４ノ

デアル。淘ネ雨者ノ時間的先後ノ開係ハ第２節

二於テ究明スル積リデアル。

【第18巻

第ニュ結核が喘Q、テ合併スル頻度二就テ述べ’

ﾉﾚｏ先ヅ文¦駄二徴スルニ

Meissner (1885年)

Turban (1895年)

Pottenger (1922年)

Schroder (1933年)

0。5％

0．5％

9．3が

　

(喘息7/結核75)

0．6％

　　　　　　　　

(喘息53/活動性結核8971)

Meissner, Turban, Schroder ノ 成績デ｡ハ0．5

％～0．6ガデアルガＰｏttｅｎｇｅｒノ成績デ,ハソノ

20倍ニモ常ル9．3％デアル。カヽル差異テ来タ

ス最モ大キナ原因二喘息ノ診断標準ノ相異ガア

ノレト,lヽフ。何トナレ。'i｀，喘1£1ヽご｀典型的ナモノ

カラ不全型ナモノマデ種々ノ程度ノモノガア

ル。ゾンデＰｏttｅｎｇｅrノ｀ヽ不全型ナモノヲモ算

入シタモノカト想像サレル。

然ルニ余ノ調査シタ成績ニヨ1ノバ第１表二見ル

如ク

　　　

第１表

　　

肺結核患者及ビ健康個腔二

　　　　　　　

見ル喘息症ノ頻度

典型的
喘　息

亜喘息 計

肺結核患者 　　　人611
　　入　　　　゛ふ

35=5.7

　　人　　　　゜ふ

30＝4.9

　　A､.　　％

65 = 10.6

看　護　婦 147 ３＝２．０ 3=2.0

學　　　童 421 14=3.3 14=3.3

看護婦及學童 568 17=3.0 17=3.0

肺結核患者ニシテ喘息症ヲソノ病歴二有スルモ

ノ。ハ10．6χデ、Ｐｏttｅｎｇｅｒノ9．3χヨリ却ツテ

多ク、Meissner, Turban, Schroder 0．5％～

0．6％ノ約20倍二常ル。特二典型的喘息二就デ

ノミ論ジテモ5．7ズデ、約10倍二常ル。

今結核個膿ノ喘息合併頻度ノ大小テ論ジョウト

スルニ・ヽ、非結核個値ノ喘息罹患卒ラ對照トシ

ナケレバ｀ナラヌ、、然ルこカヽル11腸息､罹患率二就

テ調査シタ成績八一寸見常ラ孔余ハ看護婦拉

二學童二就テ喘息症ノ病歴テ調査シタガソノ成

績ハ第１表二示スガ如ク2．0X～3．3χデ、今肺

結核患者二於タル頻度ヲ之ト對比スレバ、余ノ

統計成績デ・ヽ、典型的喘息ノミニテ約２倍、
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亜喘息ヲモ合スl／バ約４倍ノ頻度ザ示｡ス。但シ

Meissner, Turban,' Schroder f統計成績デハ

却ツテ約５分ノ１ノ頻度トナル。郎チ余ノ成績

デハ結核ノ喘息合併頻度ハ大トナツテ居ルガ，

Meissner, Turban, Schroder ７ヽ成績デノ･ヽ却ツ

テ小トナツテ居ルトイフ矛盾ニナルワケデアル
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が、コノ場合調査條件ノ同一ナ余ノ成績ノミヲ

以テ論ズベキデアル。之テ要スルニ結核ノヽ喘息

テ合併スル傾向ヲ有幻レト結論シ得ル。従ツテ

Rokitansky以来結核叩心息トハ互二相拒ミ、

合併スルコトハ稀デアルトノ考ヘノリ

１．

第２節

　

結核発病ト喘息襲症トノ時間的先後開係二就ｦｰ

従来諸家ノ統計デヘ軍二結核ト喘息トノ合併

頻度二就テ論ズルニ止－リ。時間的ニソノ冊病

登症テ追及シテ雨者ノ先後開係ヲ明カユシテ居

ルモノガナイヤウデ、ソレデハ昇二素因乃至抵

抗ノ如何テ云々スルニノヽ不徹底デアル。

　

ソコデ

第２表

余ノペコ

　

ノ先後開係ラ明カニシ、結核登病が喘息

殼症二先行スル場合ノミニ就テ結核ノ喘息合併

頻度テ調査シテ見タガ、ソノ結果ハ第２表二示

ス如クユシテ

結核晋病が喘息螢症二先行セノl/結核ノ頻度(肺結核患者611人)

典型的喘息 亜　喘　息　　　計 喘息ヲ除ク他
過敏性疾患

結核仮病ー先
行ジタモノ

　入　　　％５＝０．８ 　　人　　り10=1.6 　　人　　　％15=2.5 　　　人　　　　　?ふ198=32.4

結核晋病二後
績ヅタモ　ノ

１０＝１．６ 40=6.5 50 = 8.2 47=7.7

計 15=2.5 50＝＆.2 65=10.6 245=40.1

自]チ喘息が結核登症二先行シタモノノミデ・ヽ

2．5χデ、對照タル看護婦叉､ハ學童ノ2．0％～3．3

％(第１表參照)ニ符節ノ如クヨク一致シテ居ル

ガ、之二對シ結核登病二後柏シタモノデズヽ８．２

％トナツテヰル。結核登病二先行シタモノト後

績シタモノトノ合併頻度ノ差異ハ殊二亜喘息ニ

第３表

於テ顕著デアル。然ルニ喘息以外ノ他ノ過敏性

疾患二就テ見ルニ、疾患ノ種類が多イグケエ全

膿トシテノ合併頻度ノヽ40．1％ト４フ高率ニナ

ツテ川

シテ後続スル場合ノヽ少イ。ソコデ先行ト後績ト

ノ割合ヲ見ルニ、第３表二示ス如クデアツテ

結核螢病ト喘息螢症トノ時間的先後ノ割合

結核晋病二先行ジタモノ 結核晋病二

後績シタモ前ニノｉア
ツテ後ニ,ハ

ナイモノ

前ニモ後ニ

モアノ1/モノ
計

典型的喘息 　　人15
　人　％１＝７ 　人　　り4=26 　人　　り5=33 　人　　り10=67

亜　　喘　　息 50 1＝2 9=18 10＝20 40＝80

計 65 2＝3 13＝20 15=23 50＝77

喘息ヲ除ク他ノ
渦敏性疾患

245 85=35 113=46 198=81 47=19

他ノ過敏性疾患二於ノヽ、後禎スルモノ19％ナル

ーヽ喘息二於テハ7i％デアル。之テ要スルニ、

喘息が結核二合併シテ居ル場合，喘息登病が結

核農病二先行シテヰル合併頻度ヨりヽ，後績シ
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テヰル合併頻度・ヽ這カニ高ク、之ノヽ喘息ノ場合

二特有デアツテ他ノ過敏性疾患ノ場合ニ､ハカヽ

ル開係ダヽ認メラレナ４．コノ成績ヨリシテモ、

【第18巻

結核･’｀喘息賛症二對シ素因ドナルド結論出来

第３節

　

家族的結核負荷ト喘息トノ開係二就タ

結核性遺傅基質が喘息登症ノ素因トナルカ否カ

ヲ･決定セントシテ、余ハ家族的結核頁荷ノ有無

ニョル喘息合併頻度ノ差異ヲ調査シタ。ソノ成

績,ハ郎チ第４表二示ス如ク

第４表

　　

家族的結核負荷ト喘息螢症lヽノ関係

喘　　　息 他べ

肺結核患者
結核負荷陽性 305 30＝10 　　　　　　％140=46

結核負荷陰性 301 35 = 12 105=35

學童及ビ看護婦
結核負荷陽性 71 3＝4 35=49

結核負荷陰性1　518 14=3 129=25

肺結核患者二於テモ、亦學童及ビ看護婦二於ｆ

モ著シイ差異ヲ認ｙナイ。郎チ結核性遺傅基質

第4節

　

小

喘息が結核登病ノ素因トナルカ、否カ叉．･ヽ結核

が喘息晋病ノ素因トナルカユ就キ、統計観察テ

試し

第１ニ喘息が結核登病ノ素因トナルカ否カニ就

テノヽ、喘息患者が結核テ合併スル頻度べ對照二

比シ斂倍高イト４フ成績ニナルガ喘息ニテ既一

潜在性結核が存在シタリ結核登病が先行シタリ

シタモノガ含マレテヰルカラ、コノ成績カラ直

チュ結核登病ノ素因トタルトノヽ結論出来Ｊ。

第２ニ結核が喘息登病ノ素因Iヽナルカ否カニ就

テノヽ、肺結核患者が喘息テ合併スル頻度.ハ對照

二比シ散倍高イ(10.2が:3．0％）ト４フ成績、更

二叉先行セル結核が喘息ヲ合併スル頻度モ結核

が喘息ノ素因トノ･ヽナラナイラシイ。

括

が後績シタ場合二比シ矢張り数倍高・1（8．2％:

2．5％）トイフ成績カラ、結核ノヽ喘息登症ノ素因

ドナルド結論出来ル。

第３ニ結核性遺傅基質が喘息馥症ノ素因トナル

カ否カユ就テノヽ、家族的結核負荷ノ有無ノヽ喘

息ノ頻度二開係セタトイフ成績カラ、結核性

泣傅基質ノヽ喘息殼症二影響ハアルマイト思ノ!l／

ノレＯ

之テ要フヽルニ統計的二見テ、喘息ハ結核ノ素因

－ナルlヽモ亦防禦ニナルトモ直チュ云ヘナ４

が、糸吉4亥ハn直息、ニ素因ドナルド４フコトハ断定

シテ誤り.ハナイト､巴フ、、

第２章

　

一方が他方ノ病機ヲ如何二規制スルカニ就テ

第１章二於テノヽ、余ハ結核ノヽ喘息登症ノ素因ト

ナルコトヲ論鐙シタ。ソコデ本章二於テ余ハ更

二喘息ノ｀ヽ結核ノ病機ヲ如何二規制スルカ、叉結

核ノヽ喘息ノ病機ヲ如何二規制スルカヲ検討シ、

以テ喘息ト結核トガ合併スル場合、互ニソノ相

手ノ性質二撥調テ来タサスカドウカト云フ意味

二於テ結核ﾄ喘息トノ動的相互開係ラ論ジテ見

タ４．
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第１節

　

喘息が結核病機二及ボス影響二就尹

緒論二述‘｀゛タ如ク、多クノ論者へ喘息ヲ合併

スル肺結核ハソノ病宛川

ノ経過’｀良性デアルト云フテ居ルガ、果シテ然
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ルヤ否ヤテ余ノヽ自ラノ材料二條ツテ検討シテ見

ヨウ1ヽ,Ｓフ。

第５表

　　

喘息扨症状合併ノ存否ト結核病機1ヽノ開係(其ﾉｰ）

肺結核患者全箭
一一一一
過敏性疾患病歴陰性
-一
過敏性疾患病歴陽性

喘息以外ノ過敏性疾患
一一一一
喘

　　

息

　　

一

　　

般
-一一
亜

　　　　

喘

　　　　

息

611

291

322

25

6
5
而

.人

一 一

軽

　　

症

　　

人

　　　

り
271=44

一一
119＝41

152＝47

133=52

24=37

17＝3t
-

中

　　

症

　　

人

　

％

　

181=30
一一

　

73＝25
一一
108＝34

一一

　

82＝32
一一‥

　

30=46
←･･-

　

24=50

-－－

　　　　

一重

　　

症

　　

人

　　　

り

　

160＝26

一一

　

98＝34

一一

　

62 = 19

"･i･

　

42＝16

11＝==17

8 = 16

雛尚々ぺｙjgt

’

―

”

一

‐

；

＋18

一一
＋7

-一一--
＋28

一一
＋36

一一
＋20

一一
＋18

　

5

26

一一

31

一一

22

-

22

一一

23

一一

22

　　　　

病機傾向度いヽ軽症者率1ヽ重症者市トヲ夫々正及ビ員トニ見テ雨者ノ差ヲ求メソノ値ヲ爾イフ

郎チ第５表二示ス如ク、先ゾ過敏性疾患病茫陽

　　

喘息二分ケテ雨考間ノ相異ヲ見タガ、何分例斂

性群ハ陰性群二比シテソノ結核病威傾向ﾀﾞヽ著シ

　　

ガ少クナツテ家タ統計價値が貧弱デアルカラ、

ク良性デアリ、而モ過敏性疾恣陽性群中二於テ

　　

ソノ部分ノ結諭ハ哲ク保留ﾌヽル。（過敏性匿質、

モ喘息病歴陽性群ヨリ

肺結核患者仝僣
一一
過敏性疾患病歴陰性
-一
過敏性疾患病歴陽性
一一
喘息以外ノ過敏性疾患

432
-
207
-
225
-
184

ｉ

―

―

－

－

１

　

人

　　

％
62＝Ｈ

一一
23 = 11

一一
39 = 17

一一
31＝17

　

}、　9
136＝31

一一
62＝30

--
74=33

一一
67＝36

　

人
162=37
一一
80=39

一一
82=36

61=33

　

1、

　　

り
72＝18

-
42＝20

一一
30＝13

一一
25 = 1↓

－１
一一
一9
一一
＋4
一一
＋３

　　　

病磯傾向度トハ痕跡性病曼1ヽ惨出性病塗1ヽヲ夫々正及ビ員1ヽニ見テ雨一乱｡･差ヲ求メソノ値ヲ爾イフ

印チ第６表二示プ､如ク、過敏性疾患病歴陽性群

　　

向度ヨリフヽルモ、亦死亡卒ヨリフ、ルモ、喘息病

ノヽ陰性群二比シソノ病機傾向ハ良性デアリ、過

　　

歴陽性ナ肺結核患者ノ病機ハ良性デアルコトユ

敏性疾患ノウチ特二喘息病歴陽性群ハ更二幾分

　　

ナルガ、併シ喘息以外ノ過敏性疾患病歴陽性ナ

良性デアル。

　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　

7レモノｙ病機モ之二劣ラズ良性デアル鮎カラ見

以上第５表紋二第６表ニョツテ示ス如ク、病状

　　

テ、吾人ハ喘息ソノモノガ肺結核病機二好影響

ノ軽重ヨリ見タル病機傾向度ヨリスルモ、病憂

　　

テ及ボノ、ト見ルヨリモ、喘息ノ根柝二横ノ｀ゝノレト

ノ増殖性ナルカ惨出性ナルカヨリ見タル病機傾

　　

コロノ過敏性醵質が結核病機二好影響ヲ及ポス
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モ ノ デ アル ト見 ナ ケ レバ ナ ラヌ。 サ レ'バ喘 息 豊

作 時 二於 ケル肺 ノ静 脈 性 充 血 が恰 モ僧 帽辮 膜 障

碍 患 者 二於 ヶル が如 ク肺 ノ結 核 病 攣 ノ蔓 延 ヲ'阻

止 ス ル作 用 テ ナ ス ト見 テ喘 息 ソ ノモ ノニ肺 結 核

治 癒作 用 ガ アル トナ スGrossfeld(1927年)ノ 如

簾7表

キ意見一ノ・全部ノ・賛成出来ナ イ。

叉病歴上喘息登症が結核登病 二先行 シタカ後続

シタカニヨツテ結核病識傾向度二差異ガアルカ

ドウヵテ見ルニ第7表 二示 ス如 ク

喘 息験 症 ノ前後 ト結核 病機 トノ関係

肺 結 核 患 ・者 全 盤 611

i軽 症1中 症
人.人% 人%

181=30271=・44

喘 息登症 が結核登病 二 先 行 シタ モ ノ 14 4=28

重 症

人%
160=26

喘息炎症 が結 核螢病 二 後 続 シタ モ ノ

他 ノ「過」獲 症 が結核狡 病 二先行 シタモ ノ

他 ノ「過」登 症 が結核 費病 二後績 シタモ ノ

51

200

5=36 5=36

20=40

107=・54

24=48 7=12

60・=30 33=17

病機傾向度
ヲお

十18・

45

一8

19=43

十28

十37

ユ9=41 7=15 十28

印 チ 喘 息 以 外 ノ 過 敏 性疾 患病 歴 陽 性 者 二 於 テ

ノ・、 ソ ノ登 症 が結 核 登 病 二先 行 シ タモ ノノ・後 続

シ タ モ ノヨ リ結 核 病 機傾 向 ハ良 性 デ アル ケ レ ド

モ、 喘 息 病 歴 陽 性 者 二於 テノ・之 ト反 動 デ ソ ノ登

症 が結 核 獲 病 二先 行 シタ モ ノノ・後 続 シ タモ ノヨ

リ結 核 病 機 傾 向 ノ・著 明 二不 良 デ ァル。 但 シコ ノ

統 計 二於 テノ・、 喘 息 登 病 が結 核 登 病 二先 行 シタ

例 撒 イ・偉 力_一14例 二過 ギ ナ イカ ラ、コ ノ成 績 ラ

以 テ 直 チ ニ 断 定 的 ナ コ トノ・云 ヘ ナ イ 憾 ミガ ア

ル1喘 息瑳 症 が結 核 蕨 病 二先 行 玖 ル 場 合 、 ソ ノ

結 核 病 機 傾 向 が良 クナ イ コ トノ・何 ニ ヨル デ ア ラ

ウ カ。 先 行 シタ喘 息 が後 続 シタ結 核 二恩 イ影 響

テ與 ヘ ル ノデ ア ラ ウカ。 然 うズ。 翫 二第1章 第

2節 二於 テ論 ジタ ヤ ウニ喘 息 襲 症 ニノ・大 イ ニ結

核 が素 因 チナ ス モ ノ ト考 ヘ ラ レル コ トカ ラ シテ

モt結 核 二先 行 シ タ ト病 歴 上 認 メ ラ レ タ喘 息 ニ

モ多 ク ノ場 合 既 二結 核 が潜 在 的 二存 在 シテ居 ツ

タ カモ知 レナ イ。 從 ツ テ一 見 後 議 シ タ ト見 ラ レ

ル結 核 モ實 ノ・初 登 デナ ク再 燃 結核 デ アル場 合 が

少 クノ・ナ イデ ァ ラ ウ、 再 燃 結核 デ ア レバ ソ ノ病

機 傾 向 が良 性 デ ナ イ ト イフ コ トモ當 然 デ アル。

要 スル ニ喘 息 登 症 が結 核 業 病 二先 行 シタ場 合 ノ・

勿 論 、 後 続 シ タ場 合 二於 テ モ、喘 息 以 外 ノ過 敏

性 疾 患 獲 症 ノ結核 業 病 二先 行 シ タ場 合 ヨ リモ亦

後 綾 シ タ場 合 ヨリ モ、 ソ ノ結 核 病 機 傾 向度 ノ・良

クノ・ナ イ ノデ ァル。 即 チ コ ノ成績 カ ラモ、 喘 息

テ合 併 シ タ結 核 ノ良 性 ナ ノノ・喘 息 ソ ノモ ノニ原

因 ス ル ノ デ ナ ク、 喘 息 ノ根 抵 二横 ノ・ル過 敏 性 髄

質 二原 因 スル ト見 ナ ヶ レバ ナラ メ。

本 節 ノ所 論 ラ要 約 ス レバ、 喘 息 ノ・結核 病 機 二好

キ影 響 テ及 ボ ス、 併 シ ソ レノ、喘 息 ソ ノモ ノ ノ作

用 デノ・ナ ク シテ、 喘 息 ノ根 抵 二横 ノ・ル 過 敏 性艦

質 ノ作 用 デ アル ト見 ル ベ キ デル。

第2節 結核 が喘息 ノ病機 二及 ボス影響 二就 テ

先 駆 セ ル喘 息 二結 核 が合併 シ テ來 タ場 合、 ソ ノ

喘 息 ノ病 機 ガ ド ンナ影 響 ヲ・受 ケ ル カ、 文 教 レが

先 駆 セル カ ノ・問 ノ・ズ、 凡 テ結 核 ト喘 息 トガ合併

シ テ居 ル場 合 、 結 核 病 機 ノ推 移 ニ ヨ ツ テ喘 息 ノ

病 機 ノ、ドンナ影 響 テ受 ケ ル カ ヲ検 討 シテ見 ヨウ

ト思 フ。 ソ ノ タ メ ニノ・先 ヅ具艘 的 症 例 二就 テ観

察 シナ ケ レバ ナ ラヌ.因 ツテ先 ヅ ソノ症 例 テ列

記 スル 。

(第1例)■ ・♀33歳 。

結核家族 歴 弟1人 妹1人 共 二 肋膜炎 ヲ 患 ツタが共

二全 快 シタ。

過敏 性疾 患家族驕 児 が 毒麻疹 二 罹 ツタ コ トがアル

位 ニテ、 ソノ他特 記ヌ ベキコ トノ・ナ イ。

結核病 歴 生来健。16歳 ノ時、短 期間 中二 両親及 ビ

兄 ヲ失 ツタ タメ精神 的打撃 ヲ蒙 り、17歳 突然小 喀血、
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績 イ テ胸 痛 、登 熟、 食 慾 不 振 等 ノ症 状 ヲ現 シ、 受診/

結 果 左側 肋 膜 炎r診 断 サ レ、療 養 生活 二 人 ル 。 次 第 二

軽 快 、 数 年 ニ シ テ家 事 ヲ少 シク見 ル位 ニ ナ ツタ ガ 、26

歳 ノ時 カ ラ頻 同 大 喀 血 ヲ反 復 シ、絶 対 安 静 ヲ績 ケ テ居

タ。 最 近漸 ク起 キ テ歩 ク コ トヲ試 ミテ ヰル 。

喘 息 病 歴 肺 結 核 ニ テ 入 院 絶 対 安 静 中22歳 ノ10月 、

誘 因 ナ ク シテ突 然 喘 息 蛮 作 ヲ見 ル、 劇 シキ 痙 攣 性 咳

漱 、 喘 息、 氣 道狭 窄 感 が 起 り、 透 明 粘 稠 疾 ヲ 喀 出ス

ル。 カ カル 螢 作 が殆 ソ ド連 日圭rシ テ 夜 間 二起 リ、約

6ケ 月 二五 ル 。Asthmolysin"注 射 ニ ョ ツテ取 マル ヲ常

トシタ。 喘 息 登 症 前 後共 殆 ソ ド無 熱状 態 デ ア ッタ 。豊

作 ハ全 身 状 態 ノ好 韓1一 共 二 退 散 シテ終 ツ タ。

他 ノ過 敏 性 疾 患病 歴 特 記 ス ベ キ コ ト・・ナ イ。

里症 燈 型 ・・athletischerTypus。 皮 膚 ・・白 久i緻 カ

デ、榮 養 ハ幾 分 衰 ヘ テ ヰル 位 。 粘 膜充 血 度 中 庸。 扁桃

腺 肥大 ・・ナ イ。 淋 巴 腺 腫 脹 モ ナ イ。 皮 膚描 劃 反 胞減

弱 。Mantoux氏 反磨 強 陽 性(9月23日)。 赤 沈 最 近 二

於 テ ・・中間 値49mm。 燈 温 ・・4i熱 デ熱 型 ・・整 。疾 中 結

核 菌 ・・入 院 時 蛇 二最 近 トモ陰 性.胸 部 打 聴 診所 見 ・・略

ス。 以 下 同断 。胸 部 「vソ トゲ ソ」學 的 診 断 ・・高 度 ナル

左 全 肺 硬 化 性 萎 縮 。(9月16日 撮影)。 結 核 病 機 ノ・中

等 症 デ停 止 型 。

(第2例)■ ♀・18歳 。

結 核 家 族 歴 母 方 叔 父 が肺 結 核 デ死 亡 シ'タ。

過 敏 性 疾 患家 族 摩 特 記.ス ベ キ コ トガ ナ イ。

結 核 病 歴14歳 ノ時 胃 腸 ノ 工 合 が悪 ク ナ ソタ ノデ受

診 シタ トコ ロ、結 核 性 腹 膜 炎 デ アル ト云 ・・レ療 養 生 活

二 人 ツタ。3ケ 月許 リシテ右 側漁 性肋 膜 炎 ヲ併 登 シ タ

ガ、 ソ レノ・2～3ケ 月 デ軽 快 シタ。 ソ ノ後 渡 が 出ル ヤ

ウニナ ツ タ。15歳 昭 和10年9月23日 入 院 。 入 院 以

來 急 速 二髄 重:が増 加 シテ43.7kgカ ラ約18kgヲ 塘 加

シテ本 年3月 二 ・・途 二53kgニ ナ ソ タ ガ。 ソ ノ後 稚 く

下 痢 魚 味 力・績 イ タ タ メ約5kgヲ 減 ジ テ8月 一 ・・47・7

kgrナ ツ タ。

喘 息 病 歴14歳 結 核 性 腹 膜 炎 ヲ 患 ツ タ 頃 カラ既 二多

少 息 苦 シク ナ ル コ トガ ア ツ タ が、15歳 入 院 後 攻 第 二

明瞭 ナ喘 息 ニ ナ ツ テ來 タ。 ソ ノ頃 ノ・豊 作 ・・殆 ソ ド2～

3日 毎 二起 ツ タ ガ、年 毎 二 次 第 二回 数 が少 ク ナ リ叉 強

サ モ減 ジテ來 タ。併 シ本 年8月 風 邪 ノ後 輕 イ豊 作 が度

々催 シテ居 ル 。 扱 テ ソ ノ 定 型 的 豊 作 ノ 模 様 ヲ述 べ ル

ト、 粘 稠 デ 切v難 イ 疲 が 出 テ來 テ 劇 シイ咳 ヲ催 シ、

喘 鳴 シ、咽 が 塞 ガ ル ヤ ウデ 息 苦 シ〃起 坐 呼 吸 ヲナ 入

頓 服 ヲ服 ム トヤ ガ テ緩 解 シテ來 ル。豊 作 ノ間 漱 期 ・・全

然 無 症 状 デ アル 。四季 共 季 節 ノ攣 り目 二起 リ易 イ ガ殊

二秋 口 ニ 起ル 。 天 候 ノ縫 化 ノ・影 響 ガ ナ イ。 風 邪 、 飽

食 、「アル コ ールJヤ 「カ ンフル 」ノ臭 ヒ が誘 因 ㍗ナル 。

月経 週 期 ノ・関係 ガ ナ イ。

他∠ 過 重敏性 逸 店、痙 歴 幼 時頭 音il二漁 疹 が 出来 タ。 矢

張 リ腹 膜 炎 ニ ナ ソ テ カ ラ ズ ツ ト下痢 ノ傾 向 ガ アル 、腹

痛 ・・件 ・・ヌ、月経 時又 ・・月 経 前 二 嘔 気 ヲ件 フ事 ガ ア ル。

現 症 禮 型 ・・athletischerTypus。 榮 養 ・・佳 良 。皮膚

・・白哲 デ 緻 カデ アル 。粘 膜 充 血 度 ・・中庸 。 扁桃 腺 肥大

ノ・殆 ソ ド認 メ ヌ。 腫 大 淋 巴 腺 ・・鯛 レ・ヌ。皮 膚描 劃 反 臆i

ノ・減 弱.Mantoux氏 反 晦 弱 陽 性(9月23日)。 赤 沈 中

間 値(8月1日)18mm。 盤 温 最 高37。 ・5C位 デ 熱 型

稚 く不 整 、 時 々高 熱 。庚 申結 核 菌 ノ・陰 性(入 院 以 来 四

同共)。 胸 部 「レ ン トゲ ン」箏 曲診 断 ・・軽 度 ノ右 肺 尖 拉

二 左 肺 上 葉 部 結 節 性 繊 維 性 結 核(9月26日 撮 影)。 軽

度 ノ結 核 性 腹 膜 炎 ヲ合 併 シ テヰ ル 。結 核 病 機 ノ・軽 症 デ

停 止 型 。

(第3例)■ ♀31歳 。

結 核 家 族 歴 無 。

過 敏 性 疾 患 家 族 歴 父 ・・平 素 胃酸 過 多 症 ニ シ テ 途 二へ 　 ダ　

胃潰瘍 ノ吐血 デ死亡。

結核病歴20歳 ノ時右頸部 二 小指頭大/淋 巴腺腫1

個 アil膿 潰 シタが搬痕 ヲ残 シテ治癒。29歳 昭和12年

4月 全身倦 怠、咳、疾 、 右胸部鈍痛 ヲ訴 へ、 「レン ト

ゲ ン」検 査 ノ結果陳久性肋膜炎 ト診断 サ レタガ、約1

週 間デ諸症状消失。30歳 昭和13年10月 風邪 ノ魚味:

デ登熟、咳漱、喀疲 ガア リ、 「レン トゲ ン」検査 ノ結果

右肺尖 が悪 イr云 ・・レタガ、熱 モ漸 次下降 シ、 本年3

月以來全 クZF熱 デアル。5月23日 入院。

喘息病歴23歳 感冒二件 ツテ初 メカラ獲作 が起 ツタ。

即 チ劇 シイ咳 が出、 白沫粘稠 疾 ヲ 喀 出 シ、血痕 ヲ混

へ、息苦 シクシテ起坐呼吸 ヲ餓儀ナ クセラレ、 ソ ノ時

注射 デー 時緩解 シタガ、ソノ後 憂二1週 間位 ヲ経 テ漸

ク コノ喘 息状態 が消 失 シタ.豊 作 ・・四季共季節 ノカハ

リメ_一、殊 二疲勢ヌル ト起 り易 イ。豊作以來1年 二2

同位 ヅソ豊作 が アル。29歳 昭和12年4月 肋膜炎デ臥

1体中1回 豊作 ガア リ、 …欠デ昭和13年1月 一1同 報 イ

豊作 がアッタ。鰹 二無理 ヲセヌタメ カ ソレ以來現在 マ

デ著 明ナ豊作 ヲ見 ナイ。 兎二角昭和12年4月 肋膜炎

ト云 ハレテ カラ、殊 二本年3月 以來喘息 ハ軽快 シテ來

タ。
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他 ノ渦敏 性疾患病歴24歳 狸紅熱腎炎 ヲ起 シタ。 本

年4月 頃 カラ全身 二蓮痔性蛋 疹 が時 々出ル。輕 イ偏頭

痛 豊作 モアル。

現 症 燧型 ・・athletischerTypus。 榮 養佳良。粘膜 ノ・

Z充 血性。扁桃腺肥大 ノ・軽微。腫脹淋 巴腺 ・・鰻 レナ

イ。皮 膚描劃 反慮 ・・中庸。Mantoux氏 反応 ・・強 陽性

(5月24日)。 膿温!・最 高37。1Cデ 弛張 型。 赤沈 中間

値22mm(9月1日)。 疾 中結核菌 陰性(5月24E)。

胸部 「レン トゲン」學的診断 ノ・肺門腺腫 及ビ 右肺尖 結

核(8月24日 撮影)。 結核病 機 ノ・軽症 デ停止 型。

(第4例)■ 舎30歳 。

結核 家 族歴 父 方肺 結核 デ死亡 。

過 敏性疾 患家族 歴 特記 スベ キコr・・ナ イ。

結 核病歴17歳/4月 頃 カ ラ盗 汗 ザ出、少 シ全身 倦

怠 ヲ畳 エテ居 タ。 翌18歳5月 風邪 ノ氣味 ニテ咳疾 が

出・次 デ喀血 シ、ソ ノア ト高熱 が約3週 間績 キ、更 二

37。5C位 ノ、熱 が 半年位 績iク。19歳 昭和3年11刀 入

院。17歳 ノ頃 ヨリ時 々劇 シ1腰 痛 二苦 シソデ居タ が、

昭 和8年7月 腰椎 ノ髪 形 ヲ蛮見 シテ 「カ リエス」ト診

断 サv、12月 ヨ リ27歳 昭和11年10月 退院 マデ 「ギ

ブスベツr」二就 〃。28歳 昭和12年2月 喀血 シタ ノデ

6月 再 ビ 入 院。29歳 昭和13年10月 喀血
。30歳 昭和

14年7月 中旬右 側副睾丸腫脹、 結核性 トノ診断 ノ下

二患側睾丸r共 二 摘 出。 初 回入 院以來漸次輕快 シ、

赤沈 モ昭和10年 以來 正常値 ヲ示 シテヰル。

喘 息病 歴22歳 頃 ヨ リ冬季 ニノ・朝起 抹時左 胸上部 二

喘鳴 ヲ登 シ、 息苦 シキ感 が起 り、自涜透 明粘液疾 ヲ喀

出 セ リ。コ ノ症状 ・・初 メ ノ2～3年 間著 明デア ツタ ガ、

ソノ後夫第 二輕快 シテ來 テ居ル。

他 ノ過敏 性疾 患病 歴10歳 頃 カラ12歳 頃 マデ嘔吐下

痢 ノ癖 力●アンタ。18歳 頃 カラ25歳 頃 マデ時 々青身 ノ

魚 デ奪麻疹 ヲ起 シタ。24～25歳 頃 カラ 時 々頭痛眩量

ヲ畳 エル コ ト:ガアル 。

現症 饅型 ノ・athletBcherTypus。 榮養 ノ・先 ヅ善通。

皮膚 ハ 日光浴 デ日焦 シテ揮 力 モ相當。粘 膜 八相 く充血

性。扁桃腺肥大 ハ軽度。腫 脹淋巴腫 ヲ働 レナ イ。 皮膚

描 劃反旛 ノ・中庸。Mantoux氏 反磨 ・・弱陽性(9月23

日)。赤沈 中間値5mm。(9月3日)。 髄 温卒 熱。疾

中結核 菌陰性。胸部 「レン トゲ ン」學 的診 断ハ雨肺上部

ノ軽度 ノ繊 維性萎縮(9月1日 撮 影)。結核病機 ノ・軽症

デ停止型。

(第5例)■ ♀16歳 。

結 核 家 族 歴 無 シ。

過敏 性 疾 患家 族 歴 特 記 ス ベ キ コ トノ・ナ ィ。

結 核 病 歴 幼 來 風 邪 ヲ 引 キ易 カソ タ。31歳 昭和10年

10月 頃 風 邪 ヲ 引 キ、 熱 が ア リ、 咳 疾 が 出、 全 身 倦 怠

ヲ畳 工、 次 第 二度 セ テ來 タ が、 ソノ際 喘 息 ダ ト言 ノ・v

タ。15歳 昭 和13年12月 風 邪 ノ魚 味:ガ 出 テ、更 二血疾

ヲ見 タ。16歳 本 年1月 「レ ン トゲ ン」検 査/結 果 右 ノ

肺 が悪 イ ト言 ハ レタ 。ソ ノ後 モ 血 痕 が数 回 ア ン タ。4

月21日 入 院 。 入 院 以 来 蝕 リ墜 死 がナ イ。

喘 息 病 歴 前 述 ノ如 ク既 二13歳 ノ11月 二 喘 息 ダ ト

百 八 レタ コ トガ ア ル カ ラ、喘 息 ノ登 症 ノ・恐 ラク結 核 登

病 ト同 ジ頃 ヵ ラ ト思 ノ・レ'ル。症 状 ノ・未 ダ著 明 デ ナ ク喘

鳴 ガ ア ル程 度 デ ア ソ タ。 然 ル ニ15歳 昭 和13年12月

風 邪 ノ気味 デ ア ソ タ際 夜 中 突 然 発 作 が起 ツ タ。 ソvカ

ラ度 々獲 作 が起 ソ タ ガ、 本 年3刀 以 後 ノ・殆yド 起 ラ

メ。 蛮 作 ノ誘 因 ノ・風 邪 、刺 戟 物 撮 取、 飽 食 。 月経 ノ・16

歳 ノ1月 カ ラ アル ガ豊作 ニ ノ・關 係 シナ イ。螢 作 ノ模 様

・・、咽 が塞 ガル ヤ ウナ感 が シ、 粘 疾 が切 レ難 ク、 喘 鳴

ヲ登 シ、 起 坐 呼 吸 ヲナ ス 。 獲 作 ハ夜 間 二起 リ、書 ニ ナ

ルr樂 ニ ナ ル 。間欺 時 デ モ完 全 二無 症 状 トナル コ トノ・

少 ナ イ。

他 ノ過 敏 性 疾 患 病 歴 多 少 偏頭 痛 ノ 魚 味 が アル 外特

記 ス ベ キ コrノ ・ナ イ。 但 シ13歳 以 來 甲状 腺 腫 ガ ア ツ

テBasedow氏 病 ダ ト言 ノ・レ テ ヰル 。

墨 壷 禮 型 ノ・leptosomerTypus。 榮 養 ノ・先 ヅ 普 通 力

幾 分 不 良 ノ程度 。 粘 膜 充 血 度 ノ・中庸 。扁桃 腺 肥 大 ノ・殆

ソ ド認 メ ラ レナ イ。腋 窩 淋 巴腺 腫 脹 雨 側 共 小 指 頭大 。

甲 状腺 腫 が カナ リ著 明 デ ア ル。皮 膚 描 劃 反 磨 ノ・減 弱。

Mantoux氏 反 腱iノ・弱 陽 性(4月24日)
。 赤 沈 中間 値

9㎜(8月22E) 。齪 最 高37。.1C位 、稻 弛 張 性 。

褒 中結 核 菌 陰 性(4A22日)。 胸 部rレ ン トゲ ン」學 的

診 断 ノ・右 肺 尖 部 肋 膜 肥 厚(4月24日 撮 影)結 核 病 機 ・・

軽 症 デ 停 止 型。

(第6例)■ ・♀32歳 。

結核家族 歴 子女3人 肺結 核、 ウチ2人 死亡 。

過 敏性疾 患家族 歴 特記ス ベキ コr・・ナ ィ。

結核病歴22歳6月 全身倦怠、微熱、 胸微痛 がアツ

テ次 第 二痩 セテ來 タ ノデ受診
、 肺尖 が 悪 イ ト言 ノW

タ。2ケ 月位静養 シテ全快
、 以来全 ク 健 康二 過 シタ

が・ 毎年夏痩 セヲスル。32歳 即 チ本 年5月 下旬 頃 カ

ラ微熱 、食慾不振、咳漱、胸 痛、肩凝 リヲ畳 工、次第 二

痩 セテ來 タ・入院 中 ノ子供 ヲ看 護中喘息裏作 ヲ起 シ、
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ソ ノマ ・入 院 ス ル コ トニナ ツ タ。

喘 息 病 歴31:歳 昭 和13年5月 頃 カ ラ患 者 ノ・ソ ノ販 齎

スル 醤 油 や酒 ノ 臭 ヒ ヲ 嗅 グ ト息 苦 シサ ト喘 鳴 ヲ壁 エ

ル ヤ ウニ ナ リ、叉 毎 朝 嘘 ガi連登 ス ル ヤ ウニ ナ ツタ 。6

月初 メ テ豊 作 が起 り20日 位 績 ク。本 年7月25日 再 ビ

蛋 作起 リ数 日績 ク。合 同 ノ豊 作 ノ・極 メ テ劇 烈 デ 呼 吸 困

難高 度 ニ シテ 「チ ア/一 ゼ」ヲ現 ノ・シ全 身 厭 冷 シ、危 篤

状 態 ヲ呈 シタ。2日 以 内 二20個 ノ「エ フエドリ ソ」錠 ヲ

用 ヒ盤 ス モ 途 二豊 作 ヲ鎮 静 シ得 ナ カソ タr言 フ。

他 ノ過 敏 性疾 患 病 歴 哩(血 管 運 動 神 経 性 鼻 炎)。

里 症 鰹 型 ノ・1eptosomo-athletischerTypus。 榮:養稽

Z不 良 。 粘 膜 充 血 度 ノ・善 通 。 扁桃 腺 ・・軽 度 二 肥大 。

淋 巴腺 腫 脹 ノ・鰯 レナ イ。 皮 膚 描 劃 反磨 ノ・全 ク 陰性 。

Mantoux氏 反 慮 ノ・強 陽性(8月9日)。 赤 沈 中 間 値

52mm(7月8日)。 艦 温 牛 熱 。 疾 中結 核 菌 陰性(7月

8日)。 胸 部 「vソrゲ ソ」學 的 診 断 ・・輕 度 ノ肺繊 維 症

(8月1日 撮 影)。 結 核病 機 ノ・軽 症 デ 停 止 型 。

(第7例)■ 一早25歳 。

結 核 家 族 歴 妹1人 結 核 性 腹 膜 炎 ニ テ 死亡 。

過 敏 性 疾 患家 族 歴 父 二 「ロイ マチ ス」。母 二薄 痂疹 。

姉 二灘 疹 。 妹 二尊 麻 疹 、漁 疹 、 「ロ イ マ チヌ 」。 伯 父 二

喘 息 。

'結 核 病 歴10歳 ノ時 右 膝 關 節 炎(性 質 不 明)ヲ 患 ヒ3

ケ月程 デ治 ツ タ。19歳9月 頃 カ ラ全 身 倦 怠、 肩凝 リ、

咳 漱 ヲ訴 へ 、 受 診/結 果 左 側 乾 性 肋 膜 炎r云 ・・レタ

ガ、署 治 ヲ受 ケ ズニ 働 イ テ ヰ タ トコ ロ、 段 々壇 悪 シ テ

盗汗 が 出ル ヤ ウニ ナ リ衰 弱 シテ來 タ。22歳11月 ニ ノ・

肺結 核 ト診 断 サ レ・タ。23歳 即 チ昭 和12年4月9日 入

院。 入 院 後 ノ・幾 分 輕 快 シテ 居 ル ヤ ウデ アル 。

喘息 病 歴21歳10月 頃 咳 が強 ク泡 沫疾:が 出 テ息 苦 シ

ク ナル コrガ ア ソ タ。併 シ ソ レ〆ノ・定 型 的 ナ 喘 息 獲 作 デ

ハ ナ イ。 カ ・ル コrノ ・ゾ レ以 來 ズ ソrア ル が、此 頃 ノ、

初 メ頃 ホ ド強 クナ 〃 ダ ラ ダ ラr長 ビ 〃 ヤ ウニ ナ ソ タ。

冬 期 二起 リ易 ク、午 前 中 ノコ トが多 イ。 月経 中 二 起 リ

易 イ。 盤 動 ハ誘 因rナ ル 。注 射 ヲ要 ヌル ホ ドノ コ トノ・

ナ カ ツタ。

他 ノ過 敏 性 疾 患病 歴9歳 頃 カ ラ毎 冬 軽 微 ノ「ロイ マ

チ ス」症 状 ガ アル 。ユ9歳 頃 カ ラ輕 度 ノ偏 頭 痛 ガ アル 。

現症 禮 型 ノ・Ieptosomo-athletischerTypus。 榮養 ・ノ・

稚 く不 良 。 粘 膜 充 血 度 ・・普 通 、扁 桃 腺 ・・カナ リ肥 大 。

腫 脹 淋 巴 腺 ハ 鯛 レナ イ。 皮 膚 描 劃 反 磨iハ 中 庸。Man-

toux氏 反応 ノ・中等 度 陽性(9月23日)。 禮 温 ・・ZF熱 デ

アル カ、熱型稚 く不整。赤沈 中間値 ノ・48mm(8月24

日)。疾 中結 核菌 陽性。 胸部 「レ・ソトゲソ」學的診断 ノ・

左 上葉 ノ高度 ノ硬化性萎縮蚊 二 右 中野/繊 維性潰瘍

性愛化(昭 和13年2月8日 撮影)。 結核病 機ノ・中等症

デ停止型。

(第8例)■ 舎36歳 。

結 核 家 族 歴 兄 が1人 肺結 核 デ 死 亡。弟 ガ1人 妹 が1

人 肺 結 核 二罹 ソ タ が共 二軽 症 デ治 ツ タ。

過 敏 性 疾 患 家 族 歴 母 ガ ヨ〃 胃痙 攣 ヲ 起 シテ ヰ タ コ

rガ アル 。

結 核 病 歴23歳 ノ時 突 然 喀 血 シタ 。24:歳 二至 リ腹 部

膨 満 ヲ見 タ 。 ソ ノ年 二 當 院 二 入 院 シ、26歳 ノ時 二横

隔 膜 神 経強 味 手術(左 側)ヲ 受 ケ 翌27歳 ノ時 二左 肺 胸

廓 整 形 摘 出 術 ヲ受 ケ タ。33歳 一 旦 退 院 シタ ガ、35歳

印 チ昭 和13年2.月24日 再 入 院 シタ。前 後 十 数 年 二五

リ絵 リ攣 化 ガ ナ イ。

喘 息 病 歴 肺 結 核 獲 病 後 徐 々 一 始 マ ーツタ モ ノラ シイ

ガ、23歳 頃 カラ漸 ク喘 息 ト 白壁 シタ。 喘 鳴 が シ、 息

苦 シク、喉 二疾 が附 著 シテ ヰル ヤ ウナ 感 ジ ガ シ、 出 ル

疾 ノ・粘 液 疾 デ アル 。四季 共 二進 ル が、 殊 二梅 雨 期 二 起

リ易 イ。運 動 シタ リ飽 食 シタ リスルr誘 雲 サvル 。 近

年 ノ、カ ・ル 症 状 ノ・軽 減 シテ來 テ居 ル 。

他 ノ過 敏 性疾 患 病歴5～6歳 頃灘 疹 ヲ 患 フ。 結 核 登

病 後 粘 液 下痢 ヲ起 シ易 イ。

壁 鵬 型 ノ・athletischerTypus。 榮:養 ノ・幾 分 不 良 ノ

程 度 。 粘 膜 ノ・稚 く充 血 性 。扁 桃 腺 ノ・僅 カ ニ肥 大 。 腫 脹

淋 巴腺 ノ・鱗 レナ イ。 皮 膚 描 劃 反 鷹 ノ・全 ク陰 性 。Man-

toux氏 反 応 ノ・強 陽 性(9A23日)。 盤 温 ノ・最 高37。.1C

前 後 。 赤 沈 中間 値21mm(8月16日)。 疲 中結 核 菌 ノ・

陽 性。 胸部 「vソrゲ ソ」學 的 診 断 ・・左 肺 ノ 高度 ノ萎

縮 性 硬 化(昭 和13年12月8日 撮 影)。 結 核 病 機 ノ・中等

症 デ停 止型 。

(第9例)■ ♂32歳 。

結核家 族歴 無 シ。

過敏性疾 患家族歴 父 二「ロイマチス」ノ氣 ガアル。

結核病 歴21歳 ノ時突 然喀血、 以來 度 々喀血 ヲ 反復

スル。獲病 以來大 シタ自発症状 モナ〃元気 二経過 シテ

ヰル カ"、髄温 ノ・37。1C位 ノコ トが多 イ。31歳 昭和3

年12月8日 入院。入院以來著攣 がナ イ。 併 シ少 シヅ

ツ塘 悪 シテ來ル ヤ ウデ アル。

喘 息病 歴3～4年 前 カラ秋 冬 ノ候喘 息 が起 キル ヤウ

ニナ)ソタ。喘鳴 ガ シ出 シ、痙攣 性咳漱 が起 り、起 坐呼
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吸 ヲ螢 ミ、透 明 粘 液 疲 ヲ喀 血 ス ル 。 コ ノ豊 作 ハ 燧 ノ衰

弱 ヲ壁 エ ル トキニ 起 リ易 イ。

他 ノ過 敏 性 疾 患病 歴 「ロ イマ チ ヌ 」 ノ氣 ガ アル 。 結

核 登 病 後 デ ア ル。30歳 ノ時 劇 烈 ナ痂 痛 ヲ起 シタ(原 因

不 明)。

塁 塞 燧 型 ノ・athletischerTypus。 集 義 ノ・幾 分 不 良 ノ

程 度 。 皮 膚 ノ・自誓 デ敵 方 デ ア ル。 粘 膜 充 血 度 ノ・善 通 。

扁 桃 腺 ノ肥 大 ・・ナ イ。 腫 脹 淋 巴 腺 ・・鱗 レナ イ。皮 膚 描

劃 反 鷹 ハ 減 弱。Mantoux氏 反 磨 ・・弱 陽 性(9月23

日)。 禮 温 最 高37。.1C前 後 、赤 沈 中 間 値42mm(8月

16日)。 疲 中結 核 菌 陰 性(入 院 以 来3同 業)。 胸部 「v

ソ トゲ ン」學 的 診 断 ハ雨 肺 上部 ノ高 度 ノ繊 維 性 潰瘍 性

結 核(9月21日 撮 影)。 結 核 病 機 ハ 中等 症 停 止 型 。

(第10例)■ ♀19歳 ・

結 核 家 族 歴 無 シ。

過 敏 性 疾 患 家 族 履 母 が若 イ トキ 頭 痛 持 チデ ア ツ タ。

弟 が小 見 喘 息 ト云 ノ・レテ 居 ル 。

結 核 病 歴14歳 頃 カ ラ 夏 痩:一ヒヌ ル ヤ ウニ ナル 。17歳

昭 和12年1月 風 邪 デ 数 日殆 ソ ド眠vナ イ ホ ド劇 シイ

咳 が出 タ ガ ソ ノ際 肺 結 核 ト云 ノ・レタ。2月 頃 喀 血 ヲ反

復 。4月 肋 膜 炎。7月 入 院.入 院 後 約1年 間 ノ・順調 デ

膣 重 モ増 加 シタ 。18歳 ノ秋 ニ ノ・夏 痩 セ カラ恢 復 セ ズ、

19歳1月 ヨ リ稚 く衰 弱 シ5月 ヨ リ盆iく衰 弱 ヲ加 ヘ タ。

喘 息 病 歴 肺 結 核 登 病 後 徐 々二現vテ 來 タ。本 年3月

頃 が最 モ ヒ ドカ ツ タ。ソ ノ後 キ ッ ク ノ、ナ イ が絶 エ ズ喘

息 様 ノ症 状 が去 ラ ズ、6月 下 旬 マ デ 毎 夜 「エ フェドリ

ン」1錠 宛 頓 用 、 以 後 ノ・時 々頓 用 シテ現 在 二及 ブ。 豊

作 ノ・大 抵 朝 デ 、 喘 鳴 が塘 シ息 苦 シク ナル 。

他 ノ過 敏 性 疾 患病 歴7歳 ノ 時 赤 痢 ニ ナ ツ テ カ ラ 奪

麻 疹 が度 々出 ル ヤ ウニ ナ リ、 殊 二15歳 カ ラ1年 許 リ

ノ間 ノ・頻 繁 二 出 タ。 肺 結 核 登 病 後 モ時 々出 タ 。8歳 カ

ラ10歳 頃 マ デ下 痢 シ易 カ ツタ ガ、 ソ ノ後 モ幾 分 下 痢

傾 向 力・アル 。14歳 頃 カラ 時 々偏 頭 痛 駿 作 が アル が、

殊 二15～16歳 頃:ニ ヒ ドカツ ・タ。

現 症 髄 型 ・・leptosomo-athletischerTypus。 榮 養 ・・

著 シ ク衰 ヘ テ ヰ ル。 皮 窟 ノ・緻 カデ蒼 白 。粘 膜 モ稚=貧

血 性 。扁 桃 腺 肥 大 ・・ナ イ。腫 脹 淋 巴 腺 ノ・鰻 レナ ィ。皮 膚

描 劃 反 晦 ・・全 ク陰 性 。Mantoux氏 反 磨 ・・強 陽 性(1月

3日)。 艦 温 ノ・不 整 ナ 弛 張 性 高 熱 、 赤沈 中 間値83mm

(9月3日)。 本 年3月 以 來 尿 「ヂ ア ソ オ」反 鷹 出 没 、7

月 ±骨張 。 疾 中結 核 菌 陽 性 。胸 部 「レ・ソrゲr/」 學 的 診 断

・・左 肺 高 度 ノ 繊 維 性 潰 瘍:性攣 化 及 ビ右 側/Pleuritis

lamellosa(昭 和13年1月28日 撮影)。 結核 病機ハ重

症 デ進行停止型。

(第11例)■ 一♀・33歳 。

結核家族歴 妹 が1人 肺結核 デ死 亡。

過敏 性疾 患家族 歴 母 ハ偏頭痛 。弟 ノ・「ロイマチス」。

祀母 ノ・喘 息。

結 核病歴28歳 ノ夏 全身倦 怠、 微熱、 心悸先 進 ヲ訴

へ、 受診 ノ結果肋 膜炎r言 ノ・レタ が、1ケ 月許 リノ養

生 デ軽快。30歳 ノ夏 ニモ同様 ノ症状 がアソテ 田舎デ

静養 シタ.31歳 昭和12年2月 過勢 ノ結果 雨側胸痛 ヲ

起 シ次第 二 瀬痩 シ、 ソノ際右肺 が悪 イr云 ハレタ。

同年10月4日 入院 。32歳 昭和13年4.月 頃墳悪 シタ。

喘息病歴27歳 ノ特別 二 誘 因がナ クテ 全身倦怠、咳

漱、喘鳴.悪 心 ヲ訴 へ、唾 様 ノモ ノヲ多量吐血 シタコ

トがアル。28歳 夏肋膜炎 デ 受診 ノ際 喘 自、ノ氣 ガアル

ト云 ハ レタ。 爾來過労 ニナル ト時 々喘 息豊 作 が起 ツ

タ。併 シソvモ 大 シタコ トノ・ナ カツタカ∵32歳 昭和13

年2月 頃 肺 が悪 イ ト云 ハ レタ 頃 カラ 月1同 位 ヅッ豊

作 が起 り、殊 ニ ソノ秋頃 カラ類 同 ニナ リ、1ケ 月二数

同 モ起 ル コ トガアル。豊 作 ハ時候 ノ攣 り目殊 二寒 クナ

ル時 二起 リ易 イ。肩凝 リガ前駆 トナル コ トガア リ、月

経前期 ニモ 起 り易 イ。 豊作 ノ模 様 ハ 胃都 塵重感、嘔

氣、頭痛、 喘鳴、咳漱、咽 ノ塞 がル ヤ ウナ感、起坐呼

吸、 反復スル粘液疾 ノ喀 出等 ノ症状 が縫起 シテ30分

乃 至1時 間 デ緩解 スル。以前 ニハ豊作 モ放 置 シテヰタ

ガ、培劇 シテ カラハ注射 や頓 服 ノ助 ケ ヲ借 りル コ トが

多 クナ ツタ.

他 ノ過敏性疾 患病 歴 幼時劇 シ イ痙 攣豊作 ヲ起 シタ

コrガ アル。23歳/時 カラ寒 クナル トヨク坐骨神経

痛 が起ル。喘息豊 作 ノ後 二偏頭痛 が残ル。

珀症 艘型 ・・1eptosomo・athletischerTypusO榮 養 ハ

稚 く不良。皮膚 八白哲 デ緻 カデアル。粘膜充血 度・・中

庸。 扁桃腺肥大殆 ソ ド認 メラvナ イ。腫脹淋 巴腺 ハ鰻

vナ イ。 皮膚描 劃反鷹 ノ・中庸。Mantoux氏 反応・・弱

陽性(9月23日)。 赤沈 中間値84mm(8月24日)。 饅

温 最高位 デアル が熱型 ノ・弛張性 デ且 ツ不整。庚 申結核

菌 陽性。胸部 「レントゲ ン」學 的診断 ハ右全肺 ノ高度 ノ

硬 化性萎縮r左 肺特 二上葉 ノ高度 ノ細葉性 結節性繊

維性撃墜化(9月22日 撮 影)。結 核病 機 ハ 中等症デ停止

進行型。

(第12例)■ ♀32歳 。

結核家族歴 無 シ。
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過 敏 性疾 患家 族歴 父 ・・晩 年 皿鵠 ノ気味 がア ツ ・・。

結 核 病 歴 幼 來 胃腸 ノ1:合 悪 ル ク薬 餌:二 親 シ ー'`r食

後 ヨ〃腹痛 下痢 スル 癖 が ア ル。24歳 胃 痛 ノ'タメ灸 治

ヲ受 ケ テ獲 熱 シ、 受 診 ノ 結 果 結 核 性 腹 膜 炎 ト云 ハ レ

タ.腹 部 膨 満、 腹 痛 、 高 熱 ガ2～3ケ 月績 イゲが、 ソ

ノ後 漸 次 軽 快 シタ。 爾 來頑:固 ナ 便 秘 症 トナル 。30歳

昭 和12年711頃 「レ ン トゲ ン」検 査 ノ結 果 肺 結 核r云

・・レタ。32歳 昭 和14年6月22日 當 院 二入 院 。

喘 息病 歴26歳 頃 カ ラ既 二慢 性 氣 管 枝 炎 が アル ト 云
る

・・レテ居 ツター,27歳 昭 和9年9月1日 關 西 風 水 害 ノ

際 風 邪 ヲ引 イタ時 最初 ノ喘 息 獲 作 ヲ 見 タ。 ソ レカ ラ1

年間 二数 回宛 弧 イ獲 作 が 反 復 シテ ヰ タ ガ、30歳 昭 和

12年611が ラ更 二強 イ獲 作 力'1ケ11-1～2同 位 起 ル

や 両 ニナ リ最近 二 及 ノダ。然 ル ニ本 年6月 宿 院 入 院 後

ハ全 然 凝 作 がナ 〃ナ11、 唯 僅 力二朝 方 二喘 息、ノ魚 味 ア

ル位 デ ア ル。患 者 ・・凝 症 以 來 入院 迄 同 一 家 屋 二住 居 シ

テ ヰタ。獲 症 後 初 メ ノ ウ チ ハ秋 冬 ノ候 及 ビ梅 雨 期 二獲

作 が起 り易 力 ツタ が、2年 程 前 カ ラ、 四 季 ヲ通 ジテ起

ル ヤ ウ ニナ ツμ。 曇 天 ノ時 、飽 食 ノ後、 便 秘 ノ時 、 ホ

ー レソ草 、 茄 子 、 昆 布 、 鯖 、 鰯 ヲ食 べ タ時 、凡 テ香 ノ

張 イモ ノ ヲ嗅 イダ時 、精 神 感 動 ノ時 ヲートニ起 り易 イ。

11経 週 期r・ ・關 係 ノ・ナ イ。 獲 作 ノ模 様 ・・、先 ヅ頭 痛 ヲ

罷 工、咽 が痛 ミ、 涙 が流 レ、 胸 が絞 メ ツケ ラ レル ヤ ウ

デ息 苦 シク ナ リ、喘 鳴 ヲ獲 シ、 痙 攣 性 咳 漱 ヲ作 フ、 緩

解 二向 フ ト白 イ粘 調 疾 ヲ 喀 出 ス ル 。2～3年 来 、 微 熱

が織 キ、 喘 息 豊 作 暗 雲ノ・更 二 高i熱 ヲ 獲 ス ル コ トガア

ル。 反 核 が喘 息 摸 作 ノ前数 日間 前駆 シ、夏 雲獲 作 ノ後

10日 モ績 〃 間 漱 時 モ 幾 分 喘,自、ノ氣.味 が残 ル。 獲 作

ノ強 イ時 ・・1日 二注 射 ヲ7～8同 、頓 服 ヲ10同 モ用 ヒ

タ,ト ガ少 ク ナ ィ、 ソ レ・モ 次 第 二数 カナ ク ナ ツタ。

他 ノ過 敏 性 疾 患 病 歴 幼 時 漏 疹 ヲ経 過 シタ。叉 幼 時 カ

ラ食餌!後 ニ ゴ 〃腹 痛 下痢 ノ癖 が ア リ、ソ ノ際 履 く高

熱 ヲ件:フ。24歳 結 核 †ζセ腹 膜 炎 ヲ 病 ミ、 ソ レ'ガ治 ツテ

カ ラ・・強 イ便秘 症 ニ ナ リ、 間 漱 的 二粘 液 疵 痛 ヲ起 ス。

叉常 二 胃酸 過 多症 ヲ有 ツテ ヰル 。 更 二30歳 頃 カ ラ粥

以 外 ノ食 餌 殊 二 魚 類 ヲ 掘 ル ト殆 ソ ド毎 常 食 後1時 間
つ

位経 ツ ト嘔 吐 ス ル癖 ニ ナ ツタ。 叉 同 ジ 〃30歳 頃 カ ラ

絶 エ ズ前 頭 部 頭痛 ヲ罷 工、時 二著 明 ナ 偏 頭痛 発 作 ヲ起

ス 。30歳 頃 力 ラ頻 回 二五 リ鯖 や鰯 デ奪 麻 疹 ヲ出 シタ。

叉運 動 シタ 後 や喘 息 獲 作 デ熱 が 出 タ時 ナ ドニ ・・、諸所

ノ關 節 や筋 肉 ニヲ冬痛 ヲ羅 エ ル、 併 シ關 節腫 脹 ハ ナ イ。

月経 ハ19歳 カ ラ 尺骨豊順 調 ニ ア ル。

現 症 器 型 ・・athletischerTypus。 榮養 ノ・先 ヅ普 通 、

血色 ハ幾 分 蒼 白。粘 膜 充 血 度 ノ・中 庸。扁 桃 腺 腫 大 ノ・ナ

イ。 顎 下 腺 が少 シ燭 レテ ヰ ル。 皮 膚 描 劃 反 旛 ノ・減 弱 。

Mant・ux氏 反 胞!・6月24日 陰性 、9月26日 掻 陽 性 。

赤 沈 中間 値91]1B40mm。 艘 温 ・・最 高37。 ・5Cデ 弛

張 型 。疾 中結 核菌 陰 性(6月22日 ノ。胸部 「vソ トゲ ソ」

學 的 所 見 ・・陰 性 ・(9月14日 撮 影 。 腹部 働 診 上 現 在 ハ

結 核 性 腹 膜 炎 ノ所 見 ノ・全 然 ナ イ。結 局 現 症 デ ノ・弛 張 性

微 熱 ノ他 何 庭 ニ モ 結核 症 タ ル確 認 ノ・見 當 ラ ヌ。

(第13例)■ 舎29歳 。

結 核 家 族 歴 伯 父 ガ1人 肺 結 核 デ 死 亡 。

過 敏 性 疾 患 家族 歴 父 ト長 兄 トニ喘 息 ガ アル 。

結 核 病 歴19歳 ノ トキ灘 性肋 膜 炎 二 罹 ツ テ カ ラ肥 エ

ナ イ。27歳 昭 和12年4月 突 然 ノ喀 血 ヲ見 テ肺 結 核 ト

診 断 サ レタf以 來前 後8同 桿喀 血 ヲ反復 シ タ ガ、 病 胱

・・割 合 二増 加 セ ズ、 最 近 ・・梢 ζ良 好 トナ ル 。9月15

日入 院 。

喘 息 病 歴20歳 頃 初 登 。 輕 イ農 作 デ アル が 秋 冬 春 ニ

カ ケ テ起 キル 。 朝 ノ コ トが 多 久 冷 イ空 気 二當 ル ト急
ロ

ニ痙 攣 性 咳 漱 ヲ凝 シ、ソ ノ際 白沫 透 明粘 液 疾 ヲ 出ヌ 、

喘 鳴 ハ 著 明 デ ナ イ.コ ノ痙 攣 性 咳漱 髪 作 ハiエ フxド

llソ 、頓 服 デ鋲 マ ル.コ ノ矧 犬・・現 在 迄績 イ テ居 ル カ'・

27歳 喀 血 ニ テ肺 結 核 が 壊 病 シテ カ ラ ハ 以 前 ヨ リノ・輕

ワナ ツテ居 ル。

他 ノ渦 敏1生疾i{1/U1病歴20歳 頃 カ ラ 月 一 数 回 位 胃 カ ラ

酸 イ水 が上 ガル 。

現 症 盤 型 ハ1(・ptosomerTypus。 榮 養 ノ・稚 く不 良 。粘

膜 ハ稽1充 血 性,扁 桃腺 肥 大 ハ認 メ ナ イ。顎 下 淋 巴腺

・・軽 度 二腫 脹.皮 膚描 劃 反 壁減 弱.Mantoux氏 反 応

弱 陽性(9}116日 。赤 沈 中間 値30mm(9月16日)。

禮 温 微 熱 。 燦 中 結 核 菌 陽 性(9月16日)。 胸 部 「レン ト

ゲ ン」學 的 診 断 ハ左 肺 上 葉 ノ硬 化 性 萎 縮(9月19日 撮

影 ク。 結 核病 機 ハ中 等 症 デ停 止 進 行型 。

〔第14例)■ ♀11歳 。

結 核家 族 雁 姉 が結 核 性 腹 膜 炎 デ死 亡。

過敏 性 疾 患 家 族 歴 特 記 ス ベ キ コ トノ、ナ イ。

結 核 病 歴3歳 ノ時 肺 炎 ニ ナ ッテ カ ラ 健 康 勝 レ フこ、

冬 季 ハ始 終 風邪 引 キ ノヤ のデ、慢 性 気 管 枝 炎 が ア ル ト

云 ・・L'テ居 ツタ。,Zr'月 頃 カ ラ盗汗 が ヒ ドク、臓 痩

が 目立 千、時 々獲 作性 ノ劇 シ イ咳 漱 力●アル ノデ 受診 シ

ヌ トコ ロ、喘 息 性 氣帯 桟 炎 ト云 ハ レタ。 日哺 時 微 熱 が

出 ル。51ヨ2日 入 院。 入 院 以 来 現 在 迄 著 攣 ガ ナ イ。
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喘 息病 歴8歳 ノ トキ冬 夜 中 二 念 二 悪 寒 登 熟 う'ア リ、

ソ ノ際 喘 鳴 が ア ツ テ、透 明 デ切 レ難 イ痩 が 出、 咽 七'塞

ガル ヤ やナ 惑 ジガ シテ起 坐 呼 吸 ヲナ シ、注 射 デ 樂 ニ ナ

ツタ 。ソ レカ ラ寒 イ日二 時 々 カ ・ル 豊 作 ザ起 ル ヤ ウニ

ナ ツ タ.入 院 以 來 ハ豊 作 ハ絵 リ強 〃 ナ ク、 でソ モ1一エ

フ 呂ドリ ン」錠1個 デ治 ツテ居 り、叉 蜜 作 ノ間 隔 モ …次第

ニ ハナ レテ來 テ ヰ ル。 凝 作 ノ誘 因 トシテ ・・寒 サ、 感

冒、 疲 疹 、 精 神 感 動 ナ ドデ、 食 物 ハ關 係 ガ ナ イ,

他 ノ過 敏 性 疾 患病 歴9鼓 頃 マ デ 頭 部 二 漫 疹 う"出 テ

ヰ タ 。 時 々嘔 気 ヲ催 ホス コ トザ ア ル。
し

遇 症 募 型 ハathletischerTypus.3`ハ 可成 不良,

皮 膚 ハ蒼 白。 粘 膜 充血 度 モ稽 く減 弱 、扁 桃 腺 肥 大 ・・殆

ン ド認 メ ラ レ ヌ。顎 下 淋 巴腺 及 ビ腋 窩:抹巴 腺 ハ中等 度

二腫 脹 。 皮 膚 描 割 戻1色・・全 ク陰i生。Mantoux氏 反 唯

ハ 弱 陽 性(5月6日)。 赤 沈 中 間 値94mm5114日)。
　

9月1日84mm。 壁温 ハ{殼熱 不整熱 型.褒 中結核¶菌ハ

陰性 こ5月4日 ・。 胸部 ㌧ ソ トゲ ・一學 的診 蒔 ・・左側

高 度右 側軽 度 ノ肺 門浸潤 及 ビ輕 嘆左側肺尖縦 隔蜜肋

膜 炎15月22日 撮影.尚 ホ肺二乾性曝者 ヲ醇 ク。 叉

胸 脇苦満 ヲ護 明 シ。肝藍 ヲ乳腺上4横 指 廻鰻 知スルニ

結 核病 幾ハ中等症 デ停止進 行型一

(第15例 ■ ♂29歳 。

結 核 家 族 歴 祖 母r妹1人rザ 肺 草占核 デ 死亡 。

過 敏 性 些 婁家1歴 弟1尺 喘 息.

結 核 病 歴23歳4}1頭 痛 嘔 吐 ザ アソ テ 受診 ノ際 左 肺

が少 シ悪 イ ト告 ゲ ラ レ静 養 ス ル コ トニ+ツ タ ガ、初 メ

頃 一 寸 血 褒 ヲ 見 タ ノ ミデ た シタ 症 朕 モ ナ η 経 過 シテ

ヰ ル 。27歳 昭 和12年8刀 カ ラ29歳 昭 和14年3月 マ

デ 當 院 二入 院 。一 旦 退 院 シ タ ザ血 痕 う●出4ノ デ8月 再

入 院 。

喘 皇 痢 摩7歳 ノ 時 風 邪 カ ラ 喘 息 が 起 キル ヤ ウニ ナ

ツ テ、12～3歳 頃 マ デ 毎 年 秋 口 ニ費 作 ザア ツ タ ガ、 ソ

レ カ ラ後 ノ・輕 クナ ッ テ 現 在 二 至 ル 凝 作 ・・登 熱 、 嘔

吐 、 喘 鳴、 息 苦 シサ 等 ノ症 状 ザ ア ル。

他 ノ過 敏 性疾 患 病 歴 肺 結 核 登 病 ノ23歳 頃 カ ラ 頭 痛

眩 量 ヲ時 々起 ス。

現 症 燧 型 ハathleto-pyknischerTypus。 榮 養 佳 良 。

色 黒 キ方 。 咽 頭 粘 膜 著 シ 〃 充血 性 。 扁桃 腺 ハ 軽 度 肥

大 。 顎 下 淋 巴 腺 が 軽 度 腫 脹,膚 皮 描 劃 反 感 ハ 中庸 。

Mantoux氏 反 慮 中 等 度 陽 性t$月7日)。 赤 沈 中間 値

12mm,(8月5日)。 髄温 最 高37。.1C位 。 疾 中結 核

菌 初 回 入 院 以 來 陰 性 。 胸 部 レ ン トゲ ン」學 的 診 断 ハ

軽 度 ノ肺繊維症(9月1日 撮影 ＼。 結核病機 ハ軽症デ

停 止型,

(第16例 ■ ♂28歳,

結 核家 族 歴 無 シ。

過 敏 性 疾 患 宗 族 歴 特 記 ス ベ キ コ トハ ナ イ。

結 核 病 歴25-6畿 頃 カ ラ何 トナ ク全 身 倦 怠 ヲ罷 工演

モ 出 テ居 物 ●、喘 息 ノタ メ ト思 ツテ 絵 書,氣二止 メ ナ カ

ツタc26義 頃 う ラ胸 痛 ヲ曼 工、 血 痕 ザ時 々出 タ.27

歳 昭 和13年S月1ト バ イ」二 刎 ネ ラ レ'某病 院 二入

院 、退 院 後 風 邪 ノ氣味 ニ テ熱 モ ア リ肋 膜 が悪 イ ト言 ハ

レ タ、 更 二23歳 本 年3月 肺 が悪 イ、 ト云 ハ レタ,4

月7日 當 院 二 入 院 。;欠第 二塘 悪 シテ居 ル ー

喘 息 病 歴10歳 頃 カ ラ風 ヲ 引 ワ トイ ツモ 喘 鳴 ヲ登 ス

ル。12-3歳 頃 カ ラ 往 く烈 シ 〃ナ ッ テ 豊 作 ノ 時 ハ起

坐 呼 吸 ヲ絵 儀 ナ クサ レル 。27歳 昭 和13年8月 肺 結 核

が愈1本 格 的 ニ ナ ツテ 來 テ カ ラ、喘 息 豊 作 ハ全 然 起 ラ

ナ 〃ナ ツタ.喘 息豊 作 ハ四 季 ヲ通 ジテ起 ル が、殊 二梅

雨 明 や秋 口 ニ起 ル 。夜 間 ノコrが 多 仁 胃 が病 イタ リ、

風 邪 ヲ引1タ リヌ ル ト誘 登 サ レル。 豊作 ノ模 様 ハ、喘

鳴 、 呼 吸 困難 、 起 坐 呼 吸 が ア リテ、少 シ緩 ソデ來 ル ト

劇 シ イ咳 力"ツ ィテ膜 様 疲 ヲ喀 出 ス ル。豊 作 ハ著 明 デ間

欺 期 ハ全 η無 症 状 ト→一ル。豊 作 ハ大 抵3日 位 デ片 附 ク

ガ時 二1週 間 モ 績 ワコ トガ アル,エsド リソ」1日

1～2錠 デ{鐘作 ヲ凌 ゲ ル。

他 ノ過 敏 性 疾 患 病 歴 幼 少 時 頭 部 湿 疹 。叉 子 供 ノ時 カ

ラ現 在 マ デ 胃酸過 多症 、偏頭 痛 豊 作 及 ビ關 節sロ1マ

チス 」ヲ有.ツ テ ヰ ル 。

遇 症 馨 型 ・・1eptosomerTypus.榮 養 ハ 不 良.皮 膚

ハ蒼 白 デ艶 かナ 〃、カサ カサ シ テ ヰル 。 粘 膜 充 血 度 ハ

中 庸 。 扁 桃 腺 ノ・カナ リ肥 大 シテ ヰル 。淋 巴腺 ノ・顎 下及

腋 窩 二小 サ イ ノが鰻 レ'ル。 皮 膚 描 劃 反 態 ハ減 弱 シ、且

ツ 白色 反磨(貧 血 ス ル)ヲ 呈 ス ル。Mantoux氏 反感 ・・

弱 陽 性(4月8日).饅 温 ・・最 高37。.1C位 。赤 沈 中間

値67mm(9月8日)。 疲 中結 核 菌 陽 性 。 胸 部 「レ ント

ゲ ン」學 的 診 断 ハ高 度 ノ右 上 葉 ノ 潰 瘍 性 繊 維 憂 化 ト雨

肺 ノ 高 度 ノ細 葉 性 結 節 性 滲 出性 結 核 。(9月19日 撮

影)。 腸 結 核 及 ビ喉 頭 結 核 ノ疑 ヒ が アル.結 核 病 機 ハ

重 症 デ 進 行 停 止 型 。

(第17例)■ ♂23歳 。

結核 家:族歴 母 が肺 結核 デ死亡 、

過1敏ζ瞳 塞塑贋 文 二「ロ イマチス」.

i結核病躯12蔵 夏海 水浴 ノ後デ肋 膜炎 二罹 ル。18鼓
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頃 カラ少 シ咳 ザ 出 テ居 り、 時 々血褒 ヲ見 、ll1月

突 然喀 血 シタ.20歳 昭 和11年5月 入院,22歳 昭 和

13年9月 喀 血 シテ つ う段 々悪 〃+ゆ 、 本 年3月 頃s

ラ更 二君 悪 シテ現 在 ハ危 篤.

喘 島底 歴8～9歳 頃 二 費 症 ・、15-6鼓 頃 ヤ デ 年 籔

回 農 作 ザア ノター15-6歳 頃 力ラ 獲作 ノ前兆 が現 ・・レ

ル ト直 〃'休養 スル ノデ 饒 リ強 イ 豊 作 ノ・起,tフ1二 濟 ン

ダ。19畿 肺 結 核套 病 後 ・・喘 息 ハ更 ニ一 段 ト軽 快 シタ.

套 作 ハ四 季 共 二起 キ ル が冬 季 ノ コrゲ 多1風 邪 ト リ

消.化障 碍 ハ套 作 ヲ誘 獲 スルJ農 作 ・・カナ リ強 ク、タ メ

ニ ヨ ク學 校 ヲ休 ム コ トザ多 カ ッ タ.豊 作 ノ際 ノ・1エ フエ

ド ・,ソ.ヲ 頓 用 シタ.

他 ノ過 敏 性 疾 患 病 歴 幼 時 湯 疹 が強 ク 出 タ,本 年3月

黄疸 ヲ病 ム。

現 症;鎧 型 ノ・leptosomerTypus,集 義 ・・極 度:二衰 ヘ

テ居 ル 粘 膜 ・・貧 血 性 。 扁桃 腺 ハ僅 力二肥 大 。皮 膚 描

劃 反 感 ・・全 ク陰 性 。 饅 温 ハ 高 熱 弛 張 性.病 機 ハ重 篤 、

胸部 レ ン トゲ ン、學 的 診 断 ・・左 肺 高 度/潰 瘍 性 繊 維

性 愛 化("月13日 撮 影.

〆第18例
.■ ♀23歳 。

結 核家 族 歴 無 シ.

過 敏 性 疾 患家;族歴 特 記 ス ベ キ コ ト・・ナ イ。

結 核 病歴 ・20歳 昭 和11年6月 頃 つ う肩凝 リ、 頭痛 、

F肢 倦 怠、 高 熱 、盗 汗 ヲ訴 ヘ テ 受 診 シタrコ ロ肺 尖 加

答児 ト云 ・・レタ。20歳 昭 和11年11月24日 入 院 .21

歳 昭 和12年1月 頃 カ ラ少 シ腹 膜 炎 ノ氣 ザ アルr云 ハ

レ 久 久 恰 度 コ ノ頃 黄 疸 ヲ起 シ タ。入 院 以 來2個 年 位

ハ大 ンタ コ トナ ク経 過 シタ が
、ソ ノ後 次 第 二増 悪 シ殊

二 本年4月 頃 カラ從 來 ノ微 熱 ゴ 弛 張 ン テ來
、更 二 」月

頃 力 ラ腹 痛 が起 ツテ來 、 盆1衰 弱 シテ來 タ.

喘 息 病 堅3歳 ノ時 麻 疹 二百 日咳 が績 登 シ、ソ ノ時 力

ラ喘 息 が起 ル ヤ ウニ ナ ソタ。 手 常 喘 鳴 がア リ、 ソ レ・∫

風 邪 ヲ引 ワ ト強 グ ナ リ、息 苦 シサ ヲ畳 エル う、 獲 作r

イ フ程 ノ コ トハ+カ ヅタ。然 ル ニ21歳1昭 和12年 夏 カ

ラ咳 磁 力増 劇 シテ途 二 喘 息 獲 作 二 移 そテス ノレヤ ニ+ツ

テ 以來 、 本年3月 頃 マ デ 月 一2-3同 ゾ ツ套 作 ヲ見

タ。 殊 二昭 和12年 ノ夏 ニ ノ・掻 イ鼓 作 ケ賓 イタ タ メ鵤

重 減 少7kg二 及 ソ タ●。 獲 作:・・前 記 ノ如 ク昭 和12年

夏 梅 雨 期 ニ モ起 ヅ タガ、大 鎧 秋 そ 二起 ル。 誘 因rシ テ

ハ風 邪 、 飽 食 、 月経 前 期。獲 作 ノ模 様 ハ、 亭 常 ・膜 様

褒 ガが 止 ツテ切 レー η イ粘 液 喫rナ リ、息苦 シ 〃+ソ

テ來 ル モ1・射 叉 ノ・頓 服 テ㌧・時 樂 ニナ ル が叉 元 二 戻 ノし

費 作 ノ完 全 消 失 ニ ハ2日 乃 至1週 間 ヲ要 ヌ ノレ,間 駄 時

・・全 〃無症 歌 トナ ノし。

他 え過 融 性 疾 患病垂 幼時 漫 疹 ヲ患 フ。偏頭 痛 症 歌 モ

ア ル。

現 症 鵤 型 ・・1eptosomerTypu9,桑 蚕 ハ 不良 。 皮 膚 ・・

帯 黄 蒼 白。 粘 膜 充 血 度 ハ普通,扁 桃 腺 肥大 ・・著 明 デ ナ

イ 腋 窩 淋 巴腺 両側 共 心指 頭 大 二 腫脹 。皮 轡描 劃 反 響

ノ・減 弱,Mantoux氏 「乏唯 ハ強 陽 性91三2忌 日.,饅 温

最 高3.=.5C位 テ'弛張 型 。 赤 沈 中 間 値11mm8月25

日.,夜 中結 核 菌 ・・昭 和11年11月17日 検 査 ニ テ1

同 陽 性 デ ア ソタ外 、 以 来 類 同 ノ検 査 二毎 常 陰 性C胸 部
一
レノrゲ 乳 學 的 診 藷 ハ 中 等 度/肺 繊 維 症9月22

日 、、 結 核 病 機 ハ 中等 症 デ進 行停 止 型

簾19例 ■ 含44歳.

結 核 家 族 歴 無 γ。

過 敏 性疾 患 家 族 歴 キ駈 己スベ キ コrバ ー・イ.

結 核 病 歴35-6歳 頃 力ラ 褒J'出 テ ヰ タ.37歳 、3R

義 、40義 ト都 合3同 喀 血 。43歳 昭和13年 ↓月18日 入

院,入 院 以 來 モ籔 同 喀 血 。終 始 無熱 二経 過 シテ ヰ ル。

喘 息 病 歴24-5畿 頃 カラ毎 朝起 キ ノしr喉 二 毛 デ モ附

着 ノタ ヤ カ+感 ザ シテ ノ時 間 位 咳 ・,疲 ・・出 ナ イが喘

鳴 ザス ル。 喘 巳 ノ氣 タ'ト言 ハ レタ,煤 煙 や 駆挨/多 イ

所 二居 ・しト此 ノ咳嚥 獲 作 が起 ル。鍛 年 来 多少劇 シ ク+

ソテ來 ター

他 イ過 敏 性疾 患 病 歴 幼 時 湿 疹 が出 來 タ ヤ ウダ.

現 症 趨 型 ・・athletischerTypus,榮 養 ハ幾 分 不良 、

皮 宥 ・・精 二蒼 白 。粘 膜 充 血 度 ・・普 通 。扁桃 腺 ノ肥 大 ハ

ナ イ。 淋 巴 腺 腫 脹 モ鰻 レナ ィ.皮 膚描 劃 反 唯 ノ・減 弱.

Mantoux氏 反 感 ハ弱 陽性 「9月23日 .籠 温 ハ平 熱 ダ が

熱 型 ・・稽 二不 整.1振 ハ頻 籔 テ ア ・L。赤 沈 中 間値 ・・57

mm8月16日 ,。 褒 中結 核 菌 ハ昭 和13年5月 二 ・・陽

性 デ ア ソタ ヤ、11月 以 來 最 近 迄4回 共 陰 性 。 レ ンr

ゲ ソー學 的 診 断 バ カナ リ高 度 ノ肺 繊 維 症.昭 和13年

5月17日 撮影 。 結 核 病 磯レ・中等 症 デ停 止 進 行 型 。

以 上 列 記 シ タ19症 例 ノ 摘 要 一 覧 表4作 レバ 第

8表 ノ如 ク ー ナ ル 。

コ ノ19症 例 ノ ウ チ 第1乃 至 第13例 ノ・結 核 儀 病

が喘 息 贅 症 二先 行 セ ル モ ハ 結 核 先 行 群)デ
t第

14乃 至19例 ハ 喘 息 贅 症 が結 核 瑳 症 二 先 行 セ ル

モ ノ ・喘 息 先 行 群 ノデ マ ル。 更 二統 計 的 ニ マ トメ

テ 見 ル ト次 ノ第9表 ノ如 ク ニ ナ ル 。

結 核 が喘 息 ノ病 機 ∴ 及 ボ ス影 響 ハ 種 々 ニ ナ ル4
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第1例 ■ ♀33歳

第3例 ■ ♀31歳

第2例 ■ ♀18歳

第4例 ■ ♂3・ 歳
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第5例 ■ ♀16歳

第7例 ■ ♀25歳

第6例 ■ ♀32歳

難.

i響 、

鍵艇解

第8例 ■ ♂36歳
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第13例 ■ 舎29歳 第1'例 ■ ♀11歳

第151ケ1】 ■ ♂29歳 第16例 ■ ♂28歳
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第17例 ■ ♂23歳
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第18例 ■ ♀23歳
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第8表 喘 息、ヲ合併 スル結核患者一覧表
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レドモ、總括スレバ結核梢獲後先行ノ喘息が軽

快ソヽ～カ(逆)、増悪スルカ(順)、叉結核病機ノ

消長ニツレテ喘息病賎ハ同一方向へ消長フ、ルカ

(順)、反對方向へ消長ソ、ルカ(逆)ニ蹄着シ、更

二總括ワヽレバ結局拉行的開係二在ヽカ(順)、逆

行的開係二在ルカ(逆)こ蹄着フ、）レ。今ソノ順逆

如何テ見ルニ､結核先行群デハ順85X、逆８％、

不定８影、喘息先行群デハ順33％、逆67％デ、

雨群ザ合フ、レバ順68≒、逆26％､不定５％デア

礼、郎チ全幄トシ元ハ結核病機ト喘息病機トノヽ

過牛二於テ拉行的ナ開係ヲ取ルモノデハレガ、

結核が先行スルカ、喘息が先行ソ、ルカニョツテ

互二趣サ異ニシ、印チ結核先行群デハ↓リヽシテ

【第18巷
一 一 －

喘息ノ性質

　夷　　　　　亜　　　　　喘載

　型　　　　　喘　　　　　息霖

　的　　　　　息　　　　　性炎

　６　　　　　　　　　　７　　　　　　　　　　　０

ぐ46％）　　5犯ん

　叫　　　　　亜　　　　　喘載

　型　　　　　　喘　　　　　　息霖

　的　　　　　息　　　　　性炎

　４　　　　　０　　　　　　２

６１％　　　　　　　　　　　　33％）

病

機

病　　　度

　帽　　　　　中　　　　　重

　症　　　　　　症　　　　　　症

　6　　　　　　　　6　　　　　　　　1
（46％）　　（46％）　　（８％）

　輯　　　　中　　　　重

　症　　　　　症　　　　　症

　1　　　　　3　　　　　2
（17％）　　（50％）　　（33％）

病　　　勢

　停　　　悸型　　　逡型　　　逡

　止　J11E　　な　　行

　型　　　行　　　　止　　　　型

　10　　　　　　　2　　　　　　　　　1　　　　　　　　0

（77％）　j5ﾀ･）　（８％）

　停　　　悸型　　　逡型　　　進

　止　　　jgiE　　　　据　　　　行

　型　　　行　　　　止　　　　型

　１　　　　　２　　　　　２　　　　　１

’１７ｆ匈　　y33ガレ　　、33％）　j7％）

病　　　曼

　幄　　繊　　　硬縮　　　縁醤
　度　　　　　　　化　　　　椎性
　病　　　椎　　性　　　　性

　殖　　症　　　萎　　　潰

　４　　　　１　　　　　７　　　　　１
３１％≒　（８％し　　、54％）　（8μ］

　輯　　　繊　　　硬縮　　　潰維
　度　　　　　　　化　　　　醤性

　病　　　維　　　性　　　　性
　９　　症　　萎　　　繊

　１　　　　３　　　　　０　　　　　２
１７匹･　、50ﾀぶ）　　　　33％）

結核1ヽ喘息1ヽノ
相　互　関　　係

（結核力゛喘息ノ病機
　二及がス影響　　

）

共　　　共　　　共　　　逆　　　不　　　　結後　　　逆　　　　　　共

軽　　　清　　　贋　　　較　　　　　　　　　貨快　　　清　　　　　　壇

快　　　長　　　悪　　　快　　　定　　　　　病　　　　長　　　　　　悪

１　　　　４　　　　３　　　　１　　　　１　　　　　　２　　　　　２　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　→一　　　　　　。　、｡一

　　　　　順　　　　　　　　　逆　　　　　　　　　　　　　　逆　　　　　　　　　　順

　　　　　１１　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１．　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　､８５Ｗ･　　　　　（８％）（８ぢ）　　　　　67ぢ）　　　　　　、33?ぶ）

　　　　==　　　　　　　　　　　　=-　--W　　-一一-一一－i一心　　→---　－　　　　　　J　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　順　　　逆　　　ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　　　5　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　（68％）ぐ26％｀｀　ぐ５?｡ム

拉行的開係７示･､モ、喘息先行群二於テノ･ヽ大観

二於テ逆行的開係ヲ示プ、ノデアル。喘息先行群

ハ例数が僅少ナタｙ統計的－ハ決定的ナコト､ハ

云ヘナイガ、結核先行群拉こ全例二就テノ成績

ハ恐ラク統計的二動クベりlヽ思フ、、

然ラバ何が故二結核病機1ヽ喘息病機トノ開係が

或例デハ順トナリ或ル例デハ逆トナルカ。軍二

偶然的ナモノデアうウカ。-1ノ課題テ論ズルニ

先立チ、先ヅ結核が喘息登症二對シテ大１ニ開

係ア･l，ト４フ第１章ノ結論尹想起Ｊヽヽ。今コノ

19例中13例(賓ハ13人－13人×2.5/100 IPチ結

局13人、第１表第２表參照)ハ賓二結核二罹患

シタカ｀故こ喘息ヲ･貨ソ、ルこ至ヽソタモノ1、見ナケ
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tノバナラヌ。而シテコノ13例卸チ結核先行群

ノ結核病機ハ喘息先行群ノソレニ比シ非常二良

性傾向ヲ示シテ居リ、又前者ノ過敏性疾患家族

堅ノ陽性率及ビ過敏性疾患白己堅ノ陽性率ハ後

者ノソレラニ比シ高クナツテヰル。過敏性鱈質

ノ存在ハ、統計的ニ見テ、結核病機ラ良性ニ傾

カシメテ居ルトイフコトハ、余ノ「過敏性幄質

ト結核」（其ノ１メニ於テ朕ニ明力ニシタ所デア

ル。結核先行群ノ結核病機ガ喘息先行群ノソレ

ニ比シ甚グシク良性傾向テ示スコトハ本ぐ第１

節ニ於テ論ジ第７表ニ示ス通リデアルo抑モ結

核病機ノ推移ハ結核「アレルギ―」ノ推移トシテ

考へルコトモ出来ルo而シヤ此結核「アレルギ

ー」ﾉ､余ノ前記「過敏性鱈質ト結核」（其ノ１ｊニ

於テ論ジタ様ニ一般過敏性醍質ト全ク不可分ノ

闘係ニ立ツテ居ルoこラノ諸黙テ總合シヅ考へ

テ見ルト、結核病機ノ推移ニ際シテ、換言ﾌ､レ

バ結核「アレルギー」ノ推移ニ際シテ、此特異性

「アレルギー」ハ一般過敏性値質ト不可分ノ闘

聯ノ上デ、印］チ一定ノ過敏態勢（AI1ergieIagej

ニ達スルト喘息ｦ･誘登シテ来ルコトガアリ、

爾来ソノ過敏態勢ノ浪長ト桔核病機ノ詐長卜

喘息病機ノ浪長トガ互ー拉行的一推移スルモ

ノト推論ついしモ決シテ無理デハナfI、思ハレ

ルo喘息先行群ニ於ヤ乙過

53

タイノ｡ハ、喘息先行群二於テ結核病機が不良二

傾イテヰル原因ハ、コノ群ノ過敏性箭質陽性命

が低イトイフタノ･バカリデナク、結核二先行シ

テヰルト見ラレル喘息ニハ屡０昌然二稜!そセラ

1ノルヤのニ少ナカラズ潜伏性結核が根源二横ッ

テ居リ、従ッテカヽル場合後績シタト見ラレ

　

'L

結核ハ賞二再農性ノ結核デアッタトイフコトー

＋リ、従ッテソノ病賎が不良デアjレト４フコト

デアル。之ザ要ハレニ結炭鵬息雨病機ノ相互開

係が或ハ順トナリ或ノヽ逆トナルノハ、喘息ヲ現

ノヽス「アレルギー」が結核個箭ノ全箭的「アtノル

ギー」ノ一部分デアルカ、或ハ喘息ヲ現ハフヽi‾ア

レルギー」ト結核特異性「ア1ノルギー」トガ對立

的開係ヲ･持シテヰルモノデア･･｡カニ基因’いレト

イフ結l命こナルワクデアル。

本節ノ所論ヲ･要約ヌ、レバ、結核ノヽ喘息ノ病機二

對シテ影響ヲ及ボバ95％）、而シテソノ結炭洛

息雨病機が拉行的噸）ナル場合（68％）ト逆行的

（逆）ナル場合（26が）トアル、結核先行群ハ拉行

的ナル場含が多ク（85％）と一反シ喘息先行騨ハ

逆行的ナル場合が=多イ（67％）、順逆ノ開係ノ由

来スル所ノヽ喘息ザ現ノゝソ、「アレルギー」卜結核

「アレフレギー」トガー－一能デアルカ對立的干渉的デ

アルカニ在ルトイフコトーナル。

コノ結核ト喘息トノ間一一如何ナル意味デモ相

互開係テぷノズトイフ話家ノ意見ハ宮ｻ）ナ仁

3C Jimenez Diaz ヤEpstein J唱ヘルガ如ク

結核が噌悪ケルト喘息が起ラナクナルトイフコ

トモ全部二常テノヽ－ルモノデハナイ（余ノ例デ

ノ｀僅力26巡）。叉Caｕsｓａｄｅノ報;1ヤヽ･しヤ゛にｰ

結核ノ碓症及ビSchiibデ喘息農作が起ッタlヽ

4フコlヽモ草りレ部分的可能性テ示ﾝ、ニ過ギナ

４（余ノ例デハ26ケコ。児二角先人ノコノ黙二開

フ、ル所論ノヽ不満デアリ不徹底デアルト思ノペレ’

ル’Ｏ

第３節

　

小

　　

括

喘息が結核病機二如何ナル影響テ典ヘルカ、叉

結核が喘息病機二如何ナ7レ影響斗爽ヘルカニ就

テ統計的観察ヲ試レタし1ロ、次ノ如キ成績及

ビ結論バ尋礼
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第１ニ喘息が結核病磯二如何ナル影響テ及ボス

カニ就テノヽ、喘息ノヽ結核病機二良キ影響ヲ及ボ

ヘ併シソレノ叫に!､ソノモノノ作用デハナクシ

テ、喘息ノ根抵二横>'^ )ﾚ過敏性膿質ノ作用デア

ルト見４'゛キデアル。

第２ニ結核が喘息病機二如何ナル影響テ及ポス

カユ就テハ、結核ノヽ喘息病機二對シテ影響ラ及

ボフヽ、結核病機ト拉行的ニサセフレ場合ト逆行的

ニサセル場合ト不定ナ場合トアルガ、結核先行

【第18巷

群ハ拉行的ナ場合多ク･、喘息先行群。･ヽ逆行的ナ

場合が多イ。蚊行的ト逆行的トノ相異サ来タス

所以ハ喘息ヲ･現ノヽフヽ「アレルギー」ト結核「アレ

ルギー」トガ相互開係如何郎チ一元的カニ元的

カユ在ルト見タイ。

之ラ要フヽルニ喘息ノヽ結核病機ニ、結核ハ喘息病

機二影響サ及ボヘ前者八一般過敏性慾質ヲ介

シテ、後者ノヽ特異性「アレルギー」テ介シテ。

第３章

　

結核性喘息及ビ其ノ成立機韓二就テ

結核二喘息ヲ合併フ、ル頻度ダヽ對照二比シ数倍高

ク(第１章第１節)、而シテ結核が先行スル場合

ハソノ後績スル場合二比シ数倍テ占ノル(第１

章第２節)。従ツテ結核二因ル喘息ノ存在サ肯

定シナケレバ｀ナラヌ。カヽル喘¦､9、テj余’ノ｀服リこ

結核性喘息ト名付テル。然ラバコノ結核性喘息

ト登牛機韓ノヽ如何。

喘息ノ結核二合併シテ来ル時期ノヽ大多敬二於テ

結核賛病後或ル年月ヲ経テカラデアルガ、少数

例二於テ。・ヽ結核貨病ト喘息稜症トガ相伴ヒ先後

テ匹別出来ナイモノガアル(第２章症例中梅津、

羽鹿及ビ野間、其ノ他余ハコノ種ノモノ更二数

例サ経験シテヰル)。カヽル場合ノ結核性喘息

,ハ肺ノ器質的病歿が賛症ノ素因トナツタコトヨ

リノヽ結核「アレルギ一」が原因トナツタト４フ考

方ノ方が至常デアラウ。コノコト、ヽ叉結核ノ再

賛或ダヽ偏htlb ノ時二喘息ノ賛症シタ例（例ヘ

バ第２章症例中井上、受前等）カラ見テモ結核

「ア1ノルギー」ト開係ノ存ス・ヽごキコトガ想像サt／

上述ノ如ク全身的機能的ナ結核「アレルダー」が

喘息ノ素因ドナルド考ヘラレル他ニ、更二局所

的器質的受化が喘息ノ素因トナルコトモ考ヘラ

レ、賓ハカヽル機韓ニョツテ成立シタ結核性喘

息ノ方が大部分ナノデアラウ、。第10表二見ル

如ク

第10表

　　

結核性喘息例ノ肺病愛址二過敏丿生素質

參，出性

／

肺結核患者一般 一敗 ４３Ｚ

陸疾患
性　群

184

性群 60

喘息以外過敏性疾患
病

　

歴

　

陽

　

性

　

群

喘息病歴陽性群

ニ結 ヵ゛先 セル 53

72 = 18

２５＝１４

--一一

7 = 12

一一

５＝９

肺

　

ノ

　

結

　

核

　

病

　

樋

　　　　　

一

　

考

　　　　

殖

痕跡性 散布性

繊

性
症

殺
維

溌
繊

62 = 14

31 = 17

一一
11 = 18
一一
10 = 19

性
一
維

-－

性

大葉
硬化

　　　　　

％

　　　　　　　　　　

sj。・

36=31

　　　　

51＝12

　　　

111
_･_＿＿＿_＿_¦_

67＝36

　　　

18＝10

　

1

　

43

ﾄ136=31

性
症

＝26
一一

＝23

9＝15
一一
8＝15

４＝７

一一
８＝６

29 = 4S
--
29=51

過敏性素質

家
族
雁
陽
性

自
己
歴
陽
性

30
-

40

-
49
-
36

53

85
－
98

　　　　　　　　　　　　

(病墾型ノ説明・ヽ｢過敏性髄質1ヽ結核｣其ノ１ヲ參照)

肺結核患者一般卜喘息以外ノ過敏性疾患病歴陽

　　

群トサ比較ソ、ルニ、肺ノ結核病受ハ後者程盆ｔ

性群ト喘息病歴陽性群1ヽ喘息二結核が先行シタ

　　

噌殖性二傾イテヰル。印チこヴ逆二云ヘバ、培
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殖性愛化、殊二繊維性愛化、殊二大葉性硬化症

ノ゛ヽ喘息ト密接ナ開係ヲ有シテヰル。

　

ソコデカ

カル性質ノ肺病愛ハ喘息二對シテ局所的素質

(lokale Bereitschaft)ヲナシテヰルト見ラレ

ル。叉同ジク第11表デ見ルヤウー、過敏性膿質

モ矢張り同様ナ傾向ヲ示シ、後者程陽性卒が高

･1ノデアルカラ、コノ過敏性醒質モ亦喘息二對

シテ全身的素質(allgemeine Bereitschaftけナ

シテヰルト考ヘラレル。郎チ結核性喘息ハ繊維

　　　　

第11表

　　

肺ノ結核病慢ノ型ト

　　　　　　

過敏性素質トノ関係

漂
一
遺
一
撒
一
繊

出

-l■㎜

賤

"-

　

一

布

一一

維

性
一
性
一
性
一
性

61
－－
62

-

　

-

130
-
192

ｌ過敏性疾患

　

家族雁陽性

　

％

29

-一一

46

- r･ ＝

31

一一

32

" － ＝

‐

‐

１

１

,帽政

自已 響
し
』

肺病受ナル局所的素質ト過敏性膿質ナル全身的

素質トノ協同作用ニョツテ成立スルトイフエ合

二考ヘラレルノデアル。而モ繊維性病憂ノヽ他ノ

第３篇

　

結

結核臨休上喘息様症状ノ観察吟味ダヽ相常ノ意義

ヲ･有いレモノデ、之二依ツテ吾人ハ喘息様症状

ヲ･現ノ｀ゝフ､トコロノ一ツノ特別ナ肺結核病型ノ存

スルコ1ヽテ知リ、カヽル病型ノモノニ對いレ診

断ノ橡後及ビ治療ノ決定ヲ適正ナラシハレコト

ガ出来ル。叉結核ト喘息トノ開係二就テハ従来

種々一論ジラレテヰルガ、果シラ･如何二考へル

ノガ妥常デアルカテ吟味フ、ルコトノ｀ヽ、章一ソノ

論議７終息セシメ･レニ必要ナバカリデナク、結

核ノ本暦及ビ喘息ノ本暦ノ閲明二向ヽフテモ幾分

ノ寄典ガナサレルコトトイ言ゼラレル。斯ル考ヘ

ノ下二余ハ倣年来喘息様症状サ有ノ､ル患者ノ観

察ヲ･槙ケテ来タノデアルガ、本論文二於テダヽ特

二後者印チ結核ト喘息トノ開係二就テ臨休的統

計的二吟味シタノデアル。今ソノ成績テ列車ス

レ八次ノ如クデアル。

１．

　

喘息ハ結核リ･合併ノヽル傾向ガアル(對照ニ

255

性噌殖性病髪ト共二過敏性感質ト相常ノ開係ヲ

有ソヽルコトハallergische Entziindung ノ特質

カラモ亦第11表ノ成績カラモ云ヘルコトデア

ルカラ、結核性喘息ノ成立サ中心トシテ考ヘ

レバ、過敏性感質ト繊維性肺病宛ト喘息トノ開

係八次ノ模式ノ如クーナラウ。

　　

第

　

１

　

圖

　　

悍斤は喘息成立機序ノ模式

　

_夕/リ
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ﾑ

'
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´
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ﾌﾞ

／
治核性

｀

　　

／

　　

強能固

過歌性

　

”

　　　

ｉ

　　　

し

　

，

　

休回

　

／ワヅレ邱こ」性炎症

Ｘ

膚
戮
硬

色
僅
性

　　

論

比シ倣倍)。併シ喘息ニハ顕在性結核(恐ラクノヽ

叉潜在性結核モ)が先行ソ、ルモノガ少クナイカ

ラ、コノ統計的成績テ以テ直チュ喘息が結核ノ

素因1ヽナルト｡ハ結論出来ナイ。

２．

　

結核ノヽ喘息ザ合併スル傾向ガアル(對照二

比シ敬倍)。コノ成績カラ結核ハ喘息二對シ素

因ドナルド結論出来ル。

３．

　

家族的結核負荷ノ濃淡有無卜喘息トノ間ニ

ー・ヽ開係ノヽ認ノ･ラレナトノデ、結核性遺傅基質が

喘息ノ素因1ヽナルトハ結論出来ナイ。併シ屡ｔ

遭遇スル個々ノ症例カラノヽ、潜在性結核が喘息

ノ素因ヲナシテ居ルコトガアラ･りト想像サl／

4.

　

喘息ハ結核病機二對シ好影響サ及ボプヽ。併

シソレハ喘息白醍ノ直接的作用デナク、喘息ノ

根低二m..,ﾚ過敏性筒質(reizbare Konstitu-

tionタノ作田ト兄ナｙレバナラメ。
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chaft)ト過敏性値質ナル全身性喘息素質(allge-

meine Asthraabereitschaft^ トノ協同作用ニ３

ツテ成立ソ、ルモノトj琴ヘラレル。

之ヲ要”ヽルニ、結核ト喘息トノヽ次ノ如キ意味二

於テ開係サ有スル。郎チ結核ハ過敏性素質ヲ介

シテ喘息テ殺生サセ、結核特異性「アレルギー」

チ介シテ喘息ノ病機二影響ソヽル、反對二喘息ハ

ソ1／自鱈トシテ結核ヘノ素因ザモ抵抗性サモ示

サナ・1が、ソノ根柝二横^＼ )ﾚ過敏性幄質サ介シ

テ結核病機二好影響ヲ･及ボ人。

　

本研究・ヽ本院醤長渡逡博士ノ指導二員フ所多

　

ク、本論文ハ院長太繩博士ノ校閲ヲ恭ウシタ

　

コト邦付記-いレ。（昭和14年12月19日）
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